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（９時５８分） 

  ──────────────────────────────────── 

開会 

 

●議長 

 それでは、改めまして、おはようございます。定例会の出席、大変ご苦労さまです。 

 ただいま出席議員９名で定足数に達しておりますので、令和５年第４回定例会を開会

いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 なお、感染症の予防のため、議場出入口を半分開放したまま会議を進めてまいります

ので、ご了承をお願いいたします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名について             

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定により、４番、遠藤議員、５番、石川

議員を指名いたします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定について                                                     

 

●議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、本日から１２日までの５日間としたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。会期は、本日から１２日までの５日間に決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第３ 議長諸般報告                    （９時５９分） 

１．会務報告 

 

●議長 
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 日程第３、議長諸般報告を行います。 

 会務報告は、書面のとおりでありますので、ご了承をお願いします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

２．議会運営委員会報告 

 

●議長 

 議会運営委員会報告について、委員長の発言を許します。 

 議会運営委員長、３番篠田議員。 

 

（議会運営委員長 登壇） 

 

●３番 

 皆さん、おはようございます。定例会出席、ご苦労さまでございます。 

 議会運営委員会報告をいたします。 

 委員会開催日、令和５年９月８日。 

 調査事項、第３回定例会に関する議会運営について。 

 調査内容、①追加議案について、②その他について。 

 委員会開催日、令和５年９月１１日。 

 調査事項、第３回定例会に関する議会運営について。 

 調査内容、①議会運営について、②その他について。 

 委員会開催日、令和５年１２月４日。 

 調査事項、第４回定例会に関する議会運営について。 

 調査内容、①会期について、②議案審議・審議順序について、③町政一般質問につい

て、④選挙について、⑤請願、意見案、陳情等の取扱いについて、⑥会議案・調査につ

いて、⑦その他について。 

 以上です。 

 

●議長 

 ご苦労さまです。 

 

  ──────────────────────────────────── 

３．委員会所管事務調査報告 

（まちづくり常任委員会） 

 

●議長 

 委員会所管事務調査報告について、委員長の発言を許します。 

 まちづくり常任委員長、５番石川議員。 
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（まちづくり常任委員長 登壇） 

 

●５番 

 皆さん、おはようございます。 

 まちづくり常任委員会は、９月定例会以降、４回の所管事務調査を行いました。開催

順に報告をいたします。 

 委員会開催日、９月２８日。 

 調査事項、調査第１号、道路の維持管理について（現地調査を含む）。 

 担当課の出席を求め、現地調査を実施した後、提出された資料の説明を受け、質疑を

行い検討した。 

 説明員、調査内容については、記載のとおりであります。 

 意見・要望。本町の道路の維持管理では、道路パトロールなどにより状況を総体的に

判断し、第６期まちづくり計画・後期実施計画に基づき、実施されていることが報告さ

れた。 

 道路の老朽化が進んでいることから、順次、計画的に改修を進めていただきたい。 

 今後も、計画的な維持管理、パトロールの強化などにより、安全な交通機能の維持に

努めていただくとともに、次期まちづくり計画の策定では、必要な財源確保と適切な規

模の事業を登載し、道路の老朽化対策に取り組んでいただきたい。 

 委員会開催日、１０月４日。 

 調査事項、調査第２号、道の駅の維持管理について（現地調査を含む）。 

 担当課の出席を求め、現地調査を実施した後、提出された資料の説明を受け、質疑を

行い検討しました。 

 説明員、調査内容については、記載のとおりであります。 

 意見・要望。道の駅の利用者は、令和２年度、３年度にはコロナ禍の影響を受け、減

少傾向が続いたが、令和４年度には新型コロナウイルス感染拡大防止の行動制限が緩和

され、回復傾向にあることが報告された。 

 施設の利用、維持管理において、指定管理者と十分な協議・連携の下、道の駅として

機能が発揮され、にぎわいのある施設として適切な管理運営に努めていただきたい。 

 本年度をもって指定管理期間が満了となるが、これまでの指定管理業務に対する評

価・検証等を十分に分析し、観光拠点である施設の活性化に向けて、指定管理の選定や

施設運営がなされるよう要望する。 

 委員会開催日、１０月１２日。 

 調査事項、調査第３号、排水機場の管理状況について（現地調査を含む）。 

 担当課の出席を求め、現地調査を実施した後、提出された資料の説明を受け、質疑を

行い検討しました。 

 説明員、調査内容については、記載のとおりであります。 

 意見・要望。近年、台風等による集中豪雨や融雪水の増加により、内水氾濫の危険性

が高まる中、排水機場の役割は大変重要である。 
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 老朽化により機能低下が懸念されていた奈井江排水機場、新奈井江排水機場では、道

営事業により計画的に改修工事が進められ、平成３０年度に完了したこと、高島排水機

場では令和５年度に実施設計、令和９年度までの５か年で改修する計画であることが報

告された。 

 今後においても、適正な施設の点検・維持管理を行い、円滑な運転の実施により、住

民の安全、安心な暮らし、農地の保全に努めていただきたい。 

 委員会開催日、１１月２日。 

 調査事項、調査第４号、役場新庁舎について（現地調査を含む）。 

 担当課の出席を求め、現地調査を実施した後、提出された資料の説明を受け、質疑を

行い検討しました。 

 説明員、調査内容については、記載のとおりであります。 

 意見・要望。役場新庁舎については、建築・電気・機械とおおむね順調に進んでおり、

予定どおり年内引渡しを予定されていること、新庁舎開庁後に解体工事、附属棟の新築

工事、外構工事を実施することが報告された。 

 人件費や建築資材等の高騰が続いていることから、経済動向を十分に注視しながら整

備を進めていただきたい。 

 また、新庁舎開庁後も工事が続くことから、引き続き来庁者の駐車場を確保し、安全

に来庁いただけるよう配慮いただきたい。 

 以上、まちづくり常任委員会の報告といたします。 

 

●議長 

 ご苦労さまです。 

 

  ──────────────────────────────────── 

（広報常任委員会） 

 

●議長 

 続きまして、広報常任委員長、４番遠藤議員。 

 

（広報常任委員長 登壇） 

 

●４番 

 皆さん、おはようございます。 

 広報常任委員会よりご報告いたします。 

 委員会開催日、９月１４日、１０月１２日、１０月２０日、１１月１日と計４回の委

員会を開催し、議会だより第３３号の紙面構成、編集、校正を行い、１１月１５日には、

議会だより第３３号を発行いたしました。 

 以上、報告といたします。 
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●議長 

 ご苦労さまでした。 

 

  ──────────────────────────────────── 

４．例月出納定例検査報告 

 

●議長 

 次の例月出納定例検査報告、定期監査報告、公の施設の指定管理者監査報告につきま

しては、書面報告のとおりでありますので、ご了承をお願いしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 以上で、議長諸般報告を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第４ 行政報告                     （１０時０９分） 

 

●議長 

 日程第４、行政報告を行います。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 おはようございます。第４回定例会、ご出席、ご苦労さまです。 

 令和５年第３回定例会以降の主な事項について、ご報告を申し上げます。 

 初めに、総務課関係でありますが、１１月１５日には全国町村長大会に出席しており

ます。 

 大会では、添付資料のとおり、地方交付税等の一般財源総額の確保、子ども・子育て

政策の強化など１７項目に及ぶ決議を行うとともに、防災・減災対策、国土強靭化の推

進に関する緊急決議などを行ってまいりました。 

 次に、１１月２１日には、本年度の奈井江町表彰式を挙行しております。 

 表彰の部、社会福祉部門では、交通安全協会会長をはじめ、長年にわたり本町の交通

安全運動の推進に尽力をされ、地域住民の福祉の向上に寄与していただきました林博六

様に表彰状を贈呈しております。 
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 また、併せて、多額のご寄附を賜りました２名の方にも感謝状の贈呈を行ったところ

であります。 

 改めて、町政の振興発展にご貢献いただいた皆様に、心から敬意と感謝を申し上げま

す。 

 次に、企画財政課関係ですが、フィンランド・ハウスヤルビ町との交流関係では、

９月２２日から２８日までリスト・ティッパーナ議長をはじめ、高校生２名を含む７名

の訪問団の受入れを行いました。 

 訪問団の来庁は５年ぶりになりましたが、ブランクを感じさせないほど奈井江町への

思いをしっかりと感じることができ、これまでの交流の歴史を改めて重く感じたところ

であります。 

 今回の訪問では、フィンランド発祥のスポーツ、モルックで子どもたちをはじめ、町

民の皆さんと交流を行ったほか、備中神楽の公演など、終始楽しい雰囲気の中で交流が

行われたところであります。 

 次に、１０月２７日のまちづくり町民委員会、１１月２２日から３日間にわたり開催

したまちづくり懇談会では、令和７年から始まる第７期まちづくり計画の策定に向けて

検討を始めたところであります。 

 現在は町民の皆さんに、奈井江町の課題や課題解決に向けた事業提案などを頂いてい

る段階となっており、庁舎内部の議論と合わせながら、これから本格的に議論を深めて

まいりたいと考えています。 

 また、教育委員会関係になりますが、１０月１７日、２７日に高校と中学校で「町長

と語る会」を実施し、まちづくり計画の策定に向けて子どもたちからも意見を伺ってま

いりました。 

 中学生からは「１０年後の自分・１０年後の中学生にとってどんな奈井江町になって

ほしいか」をテーマに５つの提案と１６の提言を頂きましたが、一つ一つが奈井江町の

強みや課題を把握した中で本当に思いのこもった提案を頂いたところであります。 

 町民の皆さんはもちろんのこと、子どもたちの思いも受け止めて、第７期まちづくり

計画の策定に取り組んでまいりたいと考えております。 

 最後に、産業観光課関係ですが、次ページをご覧ください。 

 １１月２３日、新穀感謝祭を執り行っております。本年の水稲については、本町を含

む北空知の作況指数が１０２の良と公表されましたが、現実との乖離があるとの声も聞

こえており、加えて肥料をはじめとする生産資材の価格高騰など、農業を取り巻く環境

は非常に厳しい状況が続いております。 

 しかしながら、道内有数の米の主産地として、また奈井江町の農業者が持っているポ

テンシャルを発揮できるよう、引き続き関係機関・団体と連携しながら、奈井江産米の

ブランド確立に向けて支援をしていくとともに、生産基盤に係る事業や価格低減対策等、

国への要望なども併せて行ってまいりたいと考えております。 

 以上、一般行政報告とさせていただきます。 
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  ──────────────────────────────────── 

（教育行政報告）                      （１０時１４分） 

 

●議長 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 おはようございます。 

 それでは、第３回定例会以降の主な教育行政について報告を申し上げます。 

 ９月の１５日をご覧ください。今ほど三本町長から次期まちづくり計画の策定に向け

た検討を始めましたとの報告がありましたが、ななかまでもまちづくりを考える特別授

業を企画し、町長とななかま講師による２部構成での授業を行ったところであります。 

 次ページをご覧ください。 

 １０月２５日になります。昨年、テレビ会議を活用しながら、友好都市高梁市との交

流を行ってきましたが、今年度は奈井江商業高校の修学旅行の際に岡山県立高梁城南高

校に出向き、両校の２年生で研修と交流を行ってきたところであります。 

 研修の場は校内にとどまらず──といいますのも、高梁城南高校では、地域探究の授

業は校内にいないことが望ましいとしておりまして、高校からほど近いところにありま

すが、スーパーマーケットの一画で高校生が運営するカフェ、また隣接する高校専用の

フロアを活用して両校の生徒が様々なワークショップを行うとともに、奈井江商業高校

の生徒さんが出発する際には城南高校の２年生全員で見送ってくれるなど、とても思い

出に残る交流になったようであります。 

 １１月３日、そして４日から６日にかけてでありますが、文化ホールと公民館で総合

文化祭の開催をしております。芸能の出展者、展示の出品者など、昨年に比べて若干縮

小ぎみではあったものの、新規参加の団体もあり、全体として盛会な文化祭になったも

のと評価をしております。 

 次ページをご覧ください。 

 １１月の２３日、コンチェルトホール３０周年記念事業のトリとなります、ＢＬＡＣ

Ｋ ＢＯＴＴＯＭ ＢＲＡＳＳ ＢＡＮＤのコンサートの開催をいたしております。プ

ロの演奏はもちろんですが、コンサートの最後に行われた、奈井江中学校ブラスバンド

部１７名と楽器を携えた一般の方々２１名の方との共演がとても楽しく、すばらしいと

感じたところであります。 

 ３０周年の幕開けとなる、ほくでんファミリーコンサートでは、３０人余りの札幌交

響楽団のプロの演奏家たちがステージに上がり、他方、３０周年最後のコンサートでは、

中学生や町内外から訪れた一般の方々がステージに上がって演奏を楽しむなど、かつて

以前から奈井江町が取り組んできた音楽のまちづくりに手応えを感じる１年になったと
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考えております。 

 １２月７日、昨日になります。教育の明日を考える集い兼奈井江町ＰＴＡ連合会研究

大会を開催しております。 

 ２部構成の第１部は、奈井江商業高校の生徒７名が登壇をし、学校の紹介や、学校祭

のときに雨天で町民への披露ができなかったよさこいを踊り、大きな拍手を頂いたとこ

ろであります。 

 第２部では、元ＨＴＢアナウンサーの佐藤麻美さんによる講演「子育ては自分育て～

食と言葉のシャワーで育む～」と題し、ご自身が実践をしてきた、食の見る・触る・買

う・考える・作る・食べるの６つのシャワーと、子どもの好奇心を摘まないハッピー

トークによる子育てについてご講演を頂いたところであります。 

 以上、行政報告といたします。 

 

●議長 

 以上で、行政報告を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第５ 町政一般質問                   （１０時１９分） 

 

●議長 

 日程第５、町政一般質問を行います。 

 質問は通告順といたします。 

 なお、質問は再々質問を入れて３０分以内でお願いします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

（１．２番星議員の質問・答弁）               （１０時１９分） 

 

●議長 

 ２番星議員。 

 

（２番 登壇） 

 

●２番 

 おはようございます。 

 それでは、今回、私は大綱１点についての町長への質問をしたいと思います。 

 初めに、令和５年度奈井江町における鳥獣被害の状況をお伺いしたいと思います。 

 砂川・奈井江広域有害鳥獣対策連絡協議会による鳥獣被害防止計画は、令和４年度か

ら６年までの計画が今、進行中でございます。とりわけ、ここでいう害獣という範囲は

広いので、今回の質問は的を絞ってエゾシカ、アライグマ、ヒグマによる最新の被害状
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況をお伺いしたいと思います。 

 全国的にも熊による人的被害の報道も多く、道内でも熊による人的被害が多発してい

ます。 

 奈井江町でも市街地にヒグマが出没したことにより、町民の不安も広がっています。

鳥獣は増加傾向にあるので、餌不足から人里への出没も多くなると予想され、人的被害

が心配です。 

 私たちが身近にできる対策としては、ごみ出しのルールの徹底や鳥獣に餌づけをしな

いこと、また草刈りなどの環境整備が必要だと思います。その上で、奈井江町としての

鳥獣対策をお伺いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 星議員から、奈井江町における有害鳥獣の対策についてのご質問であります。 

 近年、道内においては、生息数の多い鹿や増加傾向にあるアライグマなど野生鳥獣に

よる農作物への被害に加えて、熊の市街地への出没や本当に痛ましい人身事故が相次い

で発生しており、人とのあつれきが深刻化しているところであります。 

 当町においては、野生鳥獣の被害軽減に向けて昨年度、鹿を１１６頭、アライグマを

５０頭捕獲したほか、本年度につきましては現在、鹿を２１頭、アライグマを７７頭、

熊を３頭捕獲したところであります。また、熊の出没情報については本年度、例年の倍

以上となる２０件の通報が寄せられ、１０月には役場周辺での目撃情報があり、初めて

町の中心部に熊が出没したことで、私たちの日常生活に大きな不安と影響を及ぼしてい

るところであります。 

 １点目の本町における被害状況についてでありますが、本町において人身事故は発生

しておりませんが、農業被害については町が令和３年度に調査した結果、被害額は約

２１７万円であり、主には鹿による稲作被害となっております。 

 今後につきましても、石狩川沿いにおける個体数の概数を把握するためのライトセン

サス調査を実施するとともに、野生鳥獣による被害について、農業者へのアンケート調

査や情報提供に基づいて被害状況の把握に努めてまいりたいと考えております。 

 ２点目の町としての対策についてということです。 

 町に対する熊の出没情報については、警察を通じて目撃や痕跡の情報が寄せられる場

合が多く、直ちに警察と職員によって現場確認と周辺のパトロールを行うとともに、町

の公式ＬＩＮＥやホームページなどを利用した注意喚起の情報発信と併せて、連合区長

をはじめとする周辺住民や学校、企業などに周知を行っているところであります。 

 また、出没地点の周辺に注意喚起の看板を設置することや、状況に応じて広報車で巡
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回するとともに、警察や教育委員会など関係機関と連携し、パトロールを実施するなど

町民の安全確保に努めているところであります。 

 町といたしましては、来年度に向けて注意喚起や問題個体への対応強化などを検討し

ているところでありますが、今後につきましても出没等の情報について、町民への適切

かつ迅速な情報収集と注意喚起を行うためにＬＩＮＥや緊急情報配信サービスの利用登

録を呼びかけるとともに、議員からもご指摘がありましたけれども、ごみなどの誘因物

に対する適正管理の周知や道が策定しているヒグマ管理計画に基づく有害性の段階に応

じた問題個体への対処など、被害発生の未然防止に向けて必要な対策を実施してまいり

たいと考えております。ご理解とご協力を賜りたいと思います。 

 

●議長 

 星議員。 

 

●２番 

 やはり、ひとたび熊が出没すると、報道でもこういう人的被害を見ていると町民が大

変不安がると思いますので、きめ細やかな町民への熊の周知、それから広報車によるそ

ういう啓発、注意喚起、お願いしたいと思います。 

 人間と鳥獣はやはり一定の距離間を保ちながら、共に生きる共生、この社会を目指し

て対策を取っていかないと駄目だと思います。そういう社会を目指して一歩ずつ進んで

いきたいと、こう私も思っております。 

 今回の質問は、これで終わりとします。ありがとうございました。 

 

●議長 

 以上で、星議員の一般質問を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────── 

（２．３番篠田議員の質問・答弁）              （１０時２７分） 

 

●議長 

 引き続き、一般質問を行います。 

 ３番篠田議員。 

 

（３番 登壇） 

 

●３番 

 私のほうは大綱２点について、町長にお伺いしたいと思っております。 

 まず、１点目ですけれども、奈井江火力発電所の廃止に伴う町の経済対策等について

でございます。 
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 奈井江火力発電所が２０２７年３月に廃止をされます。昨年の９月定例会でこの件に

ついて質問をさせていただきましたが、町長の答弁のほうでは、一つとして、奈井江発

電所が休止になった以降、幾度にもわたり北電社長にお会いし、町全体の経済振興や地

域の発展に結びつく貢献がなされるよう申入れをしている。 

 それともう一つは、北電からは跡地利用について、本町に貢献できることを第一とし

た上で北電事業との親和性を前提に本町のまちづくり計画との整合性を図るなど、検討

に向けた方向性が示されているとの答弁を頂いております。その後、一般行政報告にも

何も記載がなく、口頭での議会報告もなく、意見交換が果たして進んでいるかも分から

ないような状況でございます。 

 一方、隣の砂川市は市議会の社会経済委員会に報告があり、今後の情報交換の手法を

含め、２０２５年３月までに跡地利用の方向性を固めたいと新聞報道をされております。 

 当町は、まちづくり自治基本条例を制定し、まちづくりの原則として、情報の共有、

町民参加を掲げ、町民とともにまちづくりを進めてきましたが、今回のように町の経済

に大きな影響がある本件について、まさに情報の共有を行い、みんなで知恵を出し合っ

て対応していくことが必要と考えております。 

 そのような中で、奈井江町商工会が地元経済に与える影響調査を事業所の協力を得て

行った結果が、１１月６日、新聞報道されました。両火力発電所廃止に伴う影響額は、

奈井江火力発電所が稼働していたときには両火発と取引をした額は６９億８,０００万

円、現在の砂川火発との取引額は４２億５,０００万円、従業員数は２１４名、うち町

内在住者は４８名との結果を１０月に町のほうにも報告をし、今後の町の経済対策等を

含めた懇談会の開催について提案されたようですが、時期尚早との回答で開催は考えて

いないようだとお聞きをしております。 

 まず、１点目は、その後、北電との意見交換が行われていると思いますが、町民の皆

さんに公表するような進展には至っていないのでしょうか。 

 ２点目は、今後の町の経済対策等について、町は何を考えておられるのか、お伺いを

したいと思います。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 篠田議員から、奈井江火力発電所の廃止に伴う経済対策等ということでのご質問であ

ります。 

 初めに、発電所の廃止が公表されて以降、今、篠田議員からもご指摘がありましたけ

れども、これまで数度にわたり前社長であります藤井会長をはじめ、本年６月に就任さ

れた斎藤社長にお会いし、これまで築き上げてきたお互いの揺るぎない信頼関係の下、
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跡地利用に関して引き続き丁寧に対応していきたいとの考えを確認してきたところであ

ります。 

 また、先週には斎藤社長が役場にお越しになり、跡地利用の方向性について、北電と

して奈井江に根差した新たなものを生み出したいとのお話を伺ったところであり、引き

続き、町の施策との整合性を図りながら検討を進めるとともに、町としても必要な協力

を行っていきたいと考えております。 

 １点目のその後の北電との意見交換についてでありますが、北海道電力からは跡地利

用に関して、町に貢献できることを第一とした上で北電の事業との親和性や事業の持続

性も踏まえ、検討を進めていきたいとの考えが示されているところであります。 

 昨年６月、発電所廃止の公表以降、北電と副町長、担当課長によって跡地利用に関す

る意見交換を行ってきており、これまで７回にわたり砂川市と共通の議題によって開催

をしているところであります。 

 また、北電は、発電における脱炭素化に向けて再生可能エネルギーの導入も進めてお

り、跡地利用についても地域の自然資源に着目したエネルギー関連事業を検討しており

ます。 

 現在、北電と奈井江・砂川両市町の担当課による再生エネルギーに関する分科会を設

置し、これまで２回にわたり開催しておりますが、様々な事業の実現性を探っている段

階であり、現時点において検討内容など公表できるものはない状況であります。 

 ２点目の今後の経済対策についてでありますが、町商工会が実施した発電所の廃止に

伴う影響額の調査結果については商工会からご説明を受け、承知しているところであり

ますが、発電所の廃止に伴い、町内にある２つの採炭事業者をはじめ、運送など納炭に

関わる協力事業者が最も大きな影響を受けるのではないかと思っております。 

 北電からは、契約満了によって納炭が終了することに関して、採炭事業者に対して事

前に説明を行い、理解を得ていると伺っており、私自身も町内の採炭事業者にお会いし、

改めてお考えを伺いいたしましたけれども、納炭終了に関してはご理解を頂いているこ

とを確認させていただきました。 

 ご質問の発電所廃止に伴う経済対策に関しては、現時点において要望等を受けてはお

りませんけれども、町の保証融資制度による対応を含め、北電による跡地利用の方向性

や今後における地域経済など影響を見極めながら、必要な対応について検討を行ってま

いりたいと考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 篠田議員。 

 

●３番 

 １点目の部分、北電さんのほうとはいろいろとやっている、協議をもう進めているよ

うですけれども、地元事業所、納炭業者のほうとはお話をされていろいろとやっている

ようですけれども、ほかの関連する事業所もおられる中でやっぱりこの両火力発電所が
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廃止されることによって、町の経済には大きな打撃がございます。廃業ですとか規模縮

小を考えている事業所もおられます。そのことで必然的に働く場がなくなれば仕事を求

め、町外に転出することも起こり得ります。４,８００人弱の人口がさらに大きく減少

することが懸念をされます。 

 そんな中、１１月の２９日に道議会の自民党、道民会議のエネルギー政策調査会から、

新聞報道を見て影響調査等についての状況を聞かせていただきたいということで納炭企

業をはじめ、北電、関連企業の商工会、工業部会が影響額等を報告するとともに経済対

策等について要請をしてきたことは、せっぱ詰まっての報道でもあるのではないかなと

思っております。自民党道議会の議員の皆さん方も大変心配されているのが実態でござ

います。 

 そこで、やはり先ほども申しましたように、自治基本条例もあるように、町民の皆さ

んとやはり情報を共有しながら、みんなで知恵を出し合って、これからどうこの町のま

ちづくりを進めていくかということも大切ではないかなと思うわけでございまして、ぜ

ひともやっぱり懇談会なるものを今の状況でもいいですけれども、きちっと皆さんに情

報をお伝えしながら、また町内企業の皆さんが課題・要望など、どこまでどういうこと

を思っているか、そういうことも把握をしながら、北電さんが北電さんの敷地内でやる

ことは、やはり最終的には北電さんが決めることでしょうけれども、まちづくり全般の

部分につきましては、やっぱりみんな町民の皆さんと共に町も考えていかなければなら

ないのかと思うわけでございます。 

 当然、課題や何かを整理をしながら北電さんだけではなく、国や道のほうにも要請を

しなければならない場面も出てくるのかなと思うわけですけれども、この懇談会の開催

というものについて改めてどうお考えなのかをお聞きしたいなと思うところです。 

 それと廃止後の解体ですとか灰の処理について、地元事業所が参加できるようにやは

りこちらのほうも話を進めていかなければならないでしょうし、最終的には、その跡地

利用の部分で再生エネルギーですとかいろんな部分があるのでしょうけれども、雇用の

確保ができるようなこと、これが一番皆さんが望んでいることかなとも思われますので、

ぜひその点についてもよろしくお願いしたいなと思います。ですから、まずは懇談会な

るものを開きながら情報共有をしながら、今後のまちづくりをどう進めていくかをみん

なで検討してみてはどうかということを再度お伺いしたいと思います。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 篠田議員のご質問、またご心配の点については理解するところでありますけれども、

再三申し上げているとおり、跡地利用に関しては、いましばらく北電さんの考え、そし

てまた現下の状況を踏まえながら対応してまいりたいというふうに考えております。 

 そしてまた、北海道議会における自民党との対応ということでありますけれども、ま
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さにこのことに関しましては、奈井江町だけの問題ではなくて砂川市、赤平市、そして

歌志内市、それぞれの関係する中空知の全体にまたがることとして、道の自民党さんも

受け止めていただいていることと思います。これらのことについては広域的な形で対応

を求めていく、国や道に対して求めていくものがあれば、それはまた関連する市町と協

議を進めていきたいと思っていますが、今のところ、そのような形での協議の場もない

というのが実態であります。 

 再三にわたってのご質問ではありますけれども、いましばらく国が進めるゼロカーボ

ンを踏まえた北海道電力が地域の振興にどういうスタンスで臨むのかということについ

て、奈井江町と北電さんとの間で協議を進めてまいりたいと思っておりますので、ご理

解を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 篠田議員。 

 

●３番 

 跡地利用のことは最終的には北電さんが決定することですけれども、情報の共有とい

う意味からいくと、やはり町民の皆さんあたりも、そういう情報を的確な形で今後はさ

れていただきたいと強くお願いしたいなと思います。 

 次に、２点目に入ります。 

 「生涯活躍のまち」についてですけれども、この事業は「町民の誰もが居場所と役割

を持って活躍できる地域を目指し」とあり、進め方は町民の皆さんと意見交換をして一

緒に進めることを基本とし、令和４年から５か年計画で総事業費が概算で約６億円です

か、交付金や特別交付税措置等で町の持ち出しは約１億５,０００万円になりますか。

これまで町単独事業で行ってきた事業も含め、新たな事業を組み合わせての事業展開で

ありますので、交付金部分が町にとってはプラスであることは理解できますが、一番大

事なことは町民のニーズにマッチしている事業であることではないでしょうか。本年度

２年締めを迎え、半年の事業実績が出ている中で、種々課題等についてお伺いしたいと

思います。 

 １点目は、しごとコンビニ。 

 しごとコンビニの関係では、岡山県奈義町が十数年かけて今のスタイルで行っている

ようです。奈義町は、子どもと大人が世代を超えて出会い、手を取り合い、育ち合う

「子育て応援宣言」の町で、小さい町だからこそできるきめ細やかなまちづくりが、合

計特殊出生率２.９５と特別な数値を生み出し、子育てしやすい町としてテレビで放映

されているのを見ました。 

 奈義町は、職員の不補充や議員定数の削減などによる財源を基に、長年試行錯誤して

立ち上げたようですが、この町を町長、それと病院の事務長、保健福祉課長が病院の関

係でしょうか、視察したようですが、当町は交付金頼りで現在実施をしており、半年が

経過し、種々課題等もあるのではと思い、何点かお伺いしたいと思います。 
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 これまでの取扱件数と金額、そのうち、町の依頼状況、それと冬期間は業務依頼があ

るのか、それと、タイヤ交換もされたようですけれども、何か金額を見ますと市場の倍

の料金とお聞きをしておりました。こちらの実施状況について。 

 それと、２点目はコンディショニングですけれども、体育館にトレーニング機器や何

かを整備して利用されているようですけれども、利用者の状況、それとトレーニング機

器の活用状況。 

 最後に、３つ目といたしまして、キャッチフレーズ「ずどーん」の今までの事業費と

効果について、お伺いしたいと思います。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

●町長 

 ２点目の生涯活躍のまちについてのご質問であります。 

 生涯活躍のまちづくりについては、令和４年度より国の交付金を活用しながら、交付

金の事業目的にあります活躍、仕事、住まい、交流居場所、健康、都市部との交流連携、

これらに即して調査研究や事業を実施してまいりましたが、これまでの状況を踏まえて

充実した取組に向けて整理をしてきたところであります。 

 最初の質問にありますしごとコンビニについてでありますが、昨年度の準備期間を経

て、本年４月から役場業務での試験運用を開始し、５月１６日からは事業者、団体、個

人の業務を含めた本格運用を開始したところであります。 

 １１月末現在の運用状況については、登録者数が６８名、事業者等からの受託業務実

施件数が２４０件、受託業務の合計額が１０８万５,０００円、登録者への支払合計額

が８１万６,０００円という実績になっております。 

 これまで実施した受託業務の主な内容は、役場分として納税通知書の封入・封緘、広

報誌の袋詰め・配布、議事録の作成、イベント受付業務などを行い、事業者、団体、個

人からお受けした部分としては、トマトの収穫、糖度測定、下葉取り、また企業団体の

事務所清掃、ホームページ確認業務、イベント補助業務、要支援者の移動補助などを行

ってまいりました。 

 また、受託者別の件数は、役場が４９件、事業者・団体が１８６件、個人が５件とな

っており、登録者のうち実際に稼働していただいた方の数は４０名となっております。 

 冬を迎え、農作業などの屋外作業は少なくなっておりますが、引き続き、役場が発注

する広報誌の袋詰め、議事録作成などの業務を行うとともに、事業者からはデータ入力

業務や生活情報誌のポスティングなどの業務を受注し、町民向けには、今ほどもご指摘

がありましたけれども、タイヤ交換サービスや、期間限定ではありますが、シルバー人

材センターや民間事業者が実施している既存の除雪サービス事業を補完する形で日中の

除雪を実施するなど、業務の受注拡大に努めているところであります。 

 現時点におけるしごとコンビニに対する評価としては、全国にある５つの先行事例と
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比較しても、登録者数は遜色のない人数で推移をしており、また町民の認知度は徐々に

高まってきていると捉えているところであります。 

 その一方で、しごとコンビニを使うことで具体的に何ができるのか、どのように利用

すればいいのかなど、目的や仕組みなどについての理解は十分と言える状況ではないと

考えております。 

 このため、毎月発行しているしごとコンビニ通信の内容充実やＳＮＳによる情報発信、

町内事業者・団体への情報提供、イベント開催によるＰＲ、未稼働の登録者に対するヒ

アリングなどなど実施して、町民の理解が高まるよう計画的に取り組んでいくこととし

ております。 

 引き続き、現状と課題の把握に努めるとともに、町内事業者・関係団体との連携を図

りながら、一歩ずつ着実に進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いい

たします。 

 ２つ目の質問でありますコンディショニング教室に関してですが。 

 利用状況は、生涯活躍のまち事業の一つとして、幅広い年代での健康づくりと交流活

動を目的に、本年度よりトレーナーとして地域おこし協力隊１名を採用し、体育館やみ

なクルの来館者に声をかけながらの実施をはじめ、こども園、小中学校、ひだまりなど

の施設や町内の事業所、各団体に連絡を行い、施設を訪問しながらの実施など全町的に

取り組むとともに、多くの方に奈井江町の新たな取組を知っていただくため、産業まつ

りや各種イベントなどの機会を活用して周知活動も行っているところであります。 

 これまでの実績として、みなクルや体育館、道の駅などの施設来館者への声かけによ

る実施では、月平均４０名の参加、こども園や小中学校、ひだまり、各団体を訪問して

の実施では延べ５７４名となっております。当初は、町からの呼びかけによる開催が多

い状況でありましたが、周知活動を取り組みながら展開する中で、コンディショニング

教室を体験した方や、各団体からは、次回の開催日について聞かれることや団体活動時

に教室開催の依頼を受けているほか、小学校からは運動会前に走り方教室の依頼を受け

るなど、様々な内容で活動の広がりに手応えを感じているところであります。 

 トレーニング機器の利用状況ということですが、昨年整備したトレーニングマシンの

利用促進を図るために、コンディショニング教室以外にマシンの使い方教室も定期的に

開催する中で、利用状況では、令和３年度は１,４７１名、令和４年度は、大規模改修

のため休館した時期もあり１,０８７名と減少しましたが、令和５年度、本年１１月末

時点で１,８７８名と大幅に増加している状況であります。 

 現状の課題ですけれども、今ほど申し上げたとおり、現状として様々な内容で事業を

実施しておりますけれども、参加される方の実態として若い方や働き盛りの方の参加が

少ない状況にあることや、トレーナーが１人であり、教室開催の依頼を受けても開催が

難しい状況もあります。 

 今後、トレーナーの体制も含めて、事業内容の検証を行い、幅広い年代でコンディシ

ョニング事業が浸透するよう、ＰＲ活動とともに事業を推進してまいりたいと考えてい

ます。 
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 ３つ目のキャッチフレーズの効用といいますか、についてでありますが、町のみんな

のコミュニケーションツールとして、役場だけではなく、町民の皆さんや事業者・団体

などに使用していただくことがこの企画の本質と捉え、事業に取り組んでまいりました。 

 これまでかかった事業費につきましては、キャッチフレーズづくりに係るワークショ

ップ開催経費やデザイン料、ＰＲ目的に策定したノベルティーなどの経費として、令和

４年度は７７６万１,０００円、令和５年度は、販売目的のグッズ試作品製作費など

１８２万円となっております。 

 令和４年度に町民の皆さんと行ったキャッチフレーズづくり体験会やワークショップ

を経て生まれた新キャッチフレーズの「ずどーん」は、日本一の直線道路の町、奈井江

町に由来しながら、町の有形・無形の様々な資源が共鳴するパワーを表現しており、子

どもたちが冬祭りに出店したお店の名称や町内の飲食店が開発した新メニュー、そして

商工会が実施したはしご酒企画の合言葉など、いろいろな形で活用され始め、これまで

にない町民共通のコミュニケーションツールとして機能が少しずつ発揮していると感じ

ているところであります。 

 また、キャッチフレーズをコミュニケーションツールに活用した取組は、日本最大の

制作コンテストでありますマニフェスト大賞において、残念ながら受賞には至りません

でしたけれども、エリア選抜として優秀賞候補に選ばれたところであります。そのほか、

テレビや新聞など多くのマスコミにも取り上げていただき、さらには国や道の職員から

も様々な反応があるなど、外部からも一定の評価を頂くとともに、注目される取組にも

なってきております。 

 今後の課題は、事業者・団体の皆さんをはじめ、子どもたちや町民の皆さんにもっと

活動していただくこと、また継続した取組や仕掛けなどが必要になってくると考えてお

ります。 

 今後におきましても、ないえ共奏ネットワークと連携を密にしながら、さらなる普

及・促進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

●議長 

 篠田議員。 

 

●３番 

 いろいろな事業を展開しているわけですけれども、やはり町民のニーズに合う事業の

推進については理解できます。ただ、無駄な事業といいますか、町民も求めていないよ

うなことに関してはいかがなものかなとは思います。 

 そのような中で、答弁の中にもありましたけれども、いろいろと検証しながら、より

改善、いいものにしていくというか、当然、いろんな事業もそうですけれども、１年や

ってみて、検証をして、次年度でどうやって改善して、町民の皆さんのためになるよう

な事業展開に変えていくかというようなことが大事なのかなとは思います。 



- 21 - 

                           令和５年 第４回定例会 

 それと、今は交付金がありますからいろいろな形で、ですから先ほどのキャッチフ

レーズの部分も、今まで奈井江町では考えられないような金額を使ってグッズや何かも

作成をし、販売をしておりますけれども、６年目以降は何もないわけですから、それら

が果たして本当持続してやっていけるかということにもなってくるかなとは思います。 

 それと、新庁舎が今年で年内に立ち上がって、来年の５月には引っ越しをするという

ことですけれども、その中に保健センターも入るわけですけれども、保健センターにも

トレーニング機器がありますが、これらの部分については、また更新というようなこと

も考えているようですけれども。 

 体育館でのこういうコンディショニングですとかいろいろな事業の部分、当然入館料

を支払いしてもらっての事業ですけれども、保健センターについては、今現在そんな使

用料というか利用料も何もないように思われます。当然、皆さんにしてみれば、何もた

だのところが一番いいでしょうから、そんな利用の仕方も考えられますし、その整合性

について今後またどうしていくのか。それと、５年の事業計画ではありますけれども、

検証していく中で、町民ニーズに合わないものをやっぱり見直しして、極端な話言った

ら、改善してできればいいでしょうけれども、取りやめなければならない事業もあるの

かなとは思うんですけれども、皆さんのいずれにしても税金でもって事業展開をするわ

けですから、無駄な事業には使ってほしくないなとは思うんですけれども。その点につ

いて、ちょっともう一点お伺いしたいと思います。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 まさに、今回、この生涯活躍のまちの財源といいますか、活用させていただいている

のは、地方創生の国の交付金などを使わせていただいているわけでありまして、日本中

の市町村がこれからどのような形でまちづくりをしていくのか、それぞれがそれぞれの

まちらしく、自分たちの新しい未来を切り開くために、まさに創生するために、国が金

を交付することによって試していきなさいというものだと、政策だというふうに認識を

しております。 

 議員がご指摘のとおり、私も含めて、奈井江町のこれまでの歴史の中で、今ご指摘の

ような、いわゆるチャレンジするような事業というのに取り組んできたことは極めてま

れであったかと思います。 

 しかしながら、例えば農業の部分では、食料管理制度に基づいて、昭和４２年に農業

構造改善事業がスタートしたときに、全国に先駆けて取り組む、そういうようなことに

チャレンジする精神は、やっぱり、北海道、そしてこの空知の農家の人たちがずっと培

ってきたものであって、町の町民の中にしっかりと根づいているものがあると思ってい

ます。そういうものをもう一回私どもが確認して、新しい挑戦をしていくことで、皆さ

んがこの町に住んでよかった、この町の出身であるということに自信を持てるまちづく
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りが進むのではないかというふうに思って、この５か年間、この交付金を活用させてい

ただき、新しいまちづくりへのスタートをさせていただきたいということでお願いをし、

議会のご理解を頂いているものと認識をしております。 

 当然、ご指摘のとおり、５年先のことについて、これは、今までこの事業に関わらず、

どの国の補助金もそうですが、補助金が切れた後、自立しなさいというのが前提であり

ますから、それに向けて最大限の努力をする。これは、いわゆる検証しながら見直して

いく、これはもうこのことに限らず全てのことなので、ご指摘のことは十分認識をして

いるつもりですけれども、そんな認識の下にしっかりと進めてまいりたいと思っていま

すし。 

 例示として出していただいた健康運動器具についても、それぞれが、例えば保健セン

ターで活用しているものについて、今現在も保健センターでありますし、体育館にもあ

りますが、事業を目的として使うことと、一般町民が健康増進に使うこと、それぞれ目

的に沿った形で配置し活用いただいているものと認識しておりますので、改めて、それ

らの目的、そしてその利用頻度だとかを検証しながら、しっかりと運営をしていきたい

というふうに考えています。 

 

●議長 

 篠田議員。 

 

●３番 

 今のご答弁で分かりますけれども、やはり整合性を取りながら、町民の皆さんが利用

しやすい事業というか、施設運営などもやっていただきたいなと思います。当然、公平

公正な形でやっていただくことが一番大事かなと思いますので、ぜひそのように心がけ

て、今後も事業展開をしていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

 

●議長 

 以上で、篠田議員の一般質問を終わります。 

 この時計で１５分まで休憩といたします。 

 

（休憩）                          （１１時０３分） 

  ──────────────────────────────────── 

（３．１番根岸議員の質問・答弁）              （１１時１２分） 

 

●議長 

 １５分と申しましたけれど、全員おそろいですので、再開したいと思いますけれど、

よろしいですか。 

 それでは会議を再開いたします。 
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 引き続き一般質問を行います。 

 １番、根岸議員。 

 

（１番 登壇） 

 

●１番 

 おはようございます。それでは、私から大綱２点質問させていただきます。 

 まずは、奈井江町におけるＧＸですけれども、ＤＸに引き続き、また新しい言葉が出

てきてしまったのですけれども、ＧＸ、グリーントランスフォーメーション。こちらは、

化石エネルギー中心の社会構造、産業構造からクリーンエネルギー中心に転換するとい

う意味で、前回の一般質問でもカーボンニュートラルについて質問させていただきまし

たけれども、世界的に脱炭素の流れは避けて通れない課題だということです。先ほど、

篠田議員からも奈井江町の火力発電所の質問もありましたが、石炭、火力発電所の前世

だった時代から、政府も今後は脱炭素に向けて石炭火力発電所の新規の建設を終了する

ということも方針を示しております。 

 また、昨今、ウクライナ情勢の悪化やイスラエルとイスラム組織ハマスの衝突による

中東情勢の悪化する中、燃料も高騰して、電気代も高騰して、日常生活にも影響が出て

いる中で、光熱費の高騰に一喜一憂をしなくても済むようなこの奈井江町のエネルギー

について議論を重ねていかないといけないと思っております。 

 そこで、質問なのですが、①番、ＧＸの施策に対して奈井江町として具体的に取り組

むものがあるか。 

 ②番に対しては、ＧＸ推進に関しての担当者や民間企業を交えた検討会の設立予定が

あるか、こちらをお伺いしたいと思います。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 根岸議員からのＧＸ、グリーントランスフォーメーションということについてのご質

問であります。 

 ２０２０年１０月に菅首相が、２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロに

する、２０５０年カーボンニュートラルを宣言したということを機として、日本でもグ

リーントランスフォーメーション、いわゆるＧＸという言葉が注目されて、多くの企業

でも温室効果ガスの排出源である化石燃料から再生可能エネルギーへの転換や、ＣＯ

２排出量の少ない製品などの開発を進めながら、産業競争力の向上や地域社会全体を変

革させようとする活動が進められたと、そういうふうに認識しておりますし。また今年
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５月、脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律、いわゆるＤＸ推進法

が成立して、国においても各省庁が連携して、本格的にＤＸの推進が始まったというふ

うに認識をしております。 

 そこで、最初の質問にありますけれども、奈井江町が取り組んでいこうとする具体的

な取組ということですが。 

 本町においては、ご承知のとおり、３月定例会でゼロカーボン宣言を行い、６月定例

会ではこれまでの取組に加えて、足元からできることを企業や団体、町民の皆さんとと

もに着実に取り進めていきたいというふうに答弁をさせていただきました。 

 昨今の世界情勢や社会動向、経済の動きを見ますと、カーボンニュートラルの実現に

向けて、大企業を中心にＧＸへの取組が広まりつつある中で、道内でも再生可能エネル

ギーによる発電量が急進していることなどなど、これらに関する報道も増えてきている

状況にあります。 

 また、中小企業や自治体においても、検討に必要な人材不足やその育成など整理しな

ければならない課題もあると認識をしています。 

 ＧＸを進める上では、まずは、入り口として、事業者の皆さんの理解と実践が必要不

可欠と考えており、日常的に行える節電やごみの削減、省エネ自動車等の買換え、また、

これらに加えてエネルギー効率の高い設備や機器の導入などに取り組んでいただく必要

があるというふうに考えております。 

 そのため、町民や事業者の皆さんに対してより効果的な啓発を進めることで、ゼロ

カーボンに向けた意識向上を図るとともに、国や道の施策の活用も検討しながら、自治

体ができ得る支援策を検討していきたいというふうに考えているところであります。 

 ２つ目のＧＸ検討に向けた検討会の設置についてですけれども。 

 ゼロカーボン宣言に当たっては、カーボンニュートラルを実現することは自治体とし

て大きな社会変容を受け入れることだと考えて宣言をしたところであり、ＧＸやカーボ

ンニュートラルの基礎知識を一つ一つ正しく理解し、その費用対効果やそれに係るコス

トなどを正しく受け止める必要が前提であると考えております。 

 そのため、現時点では検討会等の設置は予定しておりませんが、先ほども申し上げた

ように、当面はＧＸやカーボンニュートラルに係る啓発活動に努めていくとともに、町

職員に対しましても必要な知識を学ぶための研修会参加などに努めてまいりたいと考え

ております。よろしくご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 根岸議員。 

 

●１番 

 今ほど検討会のほうの設立は現時点で検討しないということだったんですけれども。 

 こちら、カーボンニュートラルも含め、ＧＸ、国からの今の予算、概算要求の中でも

このＧＸ分野に２兆円ほど今要求しているということもありまして、こちら、やっぱり
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早いもの勝ちというところもあります。早く手を挙げなければ予算も取れない部分もど

うしても出てくるとは思いますので、やはりこちら喫緊の課題だとは思っております。 

 やはり、こちら、エネルギーを考えることによって、この町の未来を考えることにな

ると思いますので、特に、今、火力発電所が撤退するということはピンチですけれども、

これは、今、奈井江町チャンスではないかと思います。この未来的な今後に関わるエネ

ルギーを考えていく上で、町のインフラを整えて、まずそちら、エネルギーを作ってい

けるような町になるのであれば、町民の生活も豊かになりますし。例えば、再生可能エ

ネルギー、水素もありますし、太陽光発電だったり、今だったら木質バイオマス発電あ

ります。いろんな発電分野があるとは思うんですけれども、そういったものを様々検討

することによって、例えば別のエネルギーで、今でしたら温泉は休止しており、銭湯も

今後やっぱりエネルギー考えていかないといけないと思いますし。例えば、除雪だった

り、これエネルギーさえあれば解決できるようなものってたくさんあると思うんですよ。

そういった面で、やっぱり奈井江町の未来を考えていく上で、エネルギーを考えていか

ないといけないと思ってはおります。 

 先ほどの、そういった中で、検討会の設立予定がないとおっしゃっておりましたが、

例えば民間のそういったＧＸ分野に詳しい企業との何か意見交換とかは、今後ご予定と

かはありますでしょうか。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 議員ご指摘の点については、まさに予算の獲得ということも含めて、ご指摘の意味は

理解するところでありますけれども、これは、非常に、このような発言をしていいのか

ちょっと悩みながら考えました。例えば、今、新しい技術だとかということで水素発電

に向けた施設を誘致すると、あるいは逆に町がそれを設置して国の補助だとかを頂いて

やるということになったときに、その１キロワットの電力を作るためのコストが現行の

コストと比べてどれだけかかるのかと。実は、カーボンニュートラルといいながら、今

現在の状況は、汎用化されてもっともっとコストが下がった時代ではそれは当然のこと

なのですが、そこに至るまでの間は、逆に割高になるということがいっぱいあるわけで

す。 

 そこに先駆的に取り組むことだけで、当然、先ほど申し上げた、先駆的に取り組まな

ければならないこともありますけれども、何をちゃんとやるのかということの議論が必

要であると思っています。逆に言うと、そのためにも検討会をというご指摘なのかもし

れませんが。私も、先週の日曜日にまさにゼロカーボンに向けた国交省のシンポジウム

にも出てきましたけれども、今まだ国交省も含めて、業界も含めて、そういうことを啓

発する、予算をつけたから、皆さんも知識を深めてという形での啓発の時期だと思って

おりまして、学びを得るところはいっぱいあると思っています。 
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 もう少し、奈井江町がどのような資源があってとかという、そういうことも今までに

もずっと何回か検討されたことがあります。例えば、稲わらを燃やしたらどうなのか、

奈井江の終末処理場にあるメタンだとかを使ったらどうなのか、結果としてはメタンを

使った発電だとかをちょっとしていますけれども、そういうような資源だとかを使った

ときに何があるのかとかいう議論が必ず出てくる時期が来るとは思いますが、今そのた

めの勉強をする時期なのかなというふうに思っていますので、もうしばらく時間を頂き

たいというふうに思っています。 

 

●議長 

 根岸議員。 

 

●１番 

 先ほど篠田議員の質問の中にもありましたけれども、町の町民ともそういったような

懇談会を開いていくというのも大事だと思いますので、全町、例えば未来エネルギー会

議というような形で、この町のエネルギーの在り方をみんな町民一人一人が考えるよう

な場を設けていかないといけないと思いますし、どういった再生可能エネルギーが使え

るか学んでいる最中とはおっしゃいましたが、そういった面も含めて検討会の設立は必

要ではないかなと思っております。 

 そちらも含めて、今後課題となっておりますので、こちらは本当に緊急にやっていか

ないと、やっぱり後出しじゃんけんのようなことになってしまいますので、町の未来の

エネルギーのためにもぜひ検討していただきたいと思います。 

 １つ目の質問に関しては、以上となります。 

 ２件目の質問となりますが、町内に２か所ほどあるテニスコートなんですけれども、

先日の……。 

 

●議長 

 根岸議員、ちょっと。町長から発言を求められておりますので、許可をします。 

 

●町長 

 すいません、私に対する質問はこれで終わりのようなんで、ちょっとだけ補足で説明

をさせていただきますが。 

 今ほどもご提言を頂いた研究ということであれば、ぜひ、それは民間レベルでそうい

う研究会を立ち上げて、それを町が支援するということについては、何らやぶさかでは

ございませんし、私どもが得られる情報は、ひょっとしたら皆さんよりも多いものがあ

ると思います。それを皆さんに提供することはやぶさかではございませんが。行政とし

て、それを大きな機関として設置するかどうかという議論だと思っていますので、そう

いうことについても、改めて、逆に議員もぜひご検討いただきたいと思います。 

 以上です。 
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●議長 

 改めて、根岸議員、どうぞ。 

 

●１番 

 改めて、大綱２番ですけれども、町内に２か所あるテニスコートですけれども、こち

らは先日行われた議員懇談会の中でも、中学生の保護者の方から、コートが荒れてしま

っていて、草も生えていて、白線も見づらいということでご意見も頂きました。 

 今、数少ない部活動の中でもテニス部頑張って活動されていると思います。練習の機

会が、砂川行ったり浦臼行ったりということにもなってしまっているということも耳に

入っておりますので、今後の奈井江町としてのテニスコートの現状の整備状況だったり

とか、こちらの対応に関してお聞かせ願いたいです。 

 

●議長 

 教育長。 

 

●教育長 

 教育委員会では、今、根岸議員からありましたが、本町公園とそれから体育館の前に

２か所、５面分のテニスコートを管理しております。昭和５５年に設置をした本町公園

のコートでは、雪のない時期、５月から１０月の火曜日から土曜日まで、奈井江中学校

のソフトテニス部が部活動で利用をしております。 

 管理方法としては、学校からの要望を受けて、傷んだ箇所の修繕や木の剪定などを行

っておりますが、現状、ちょっと拡大して言いますけれど、奈井江中学校の敷地内とい

うんですか、本町公園ではありますが、奈井江中学校の敷地内というふうなことだった

りとか、中学校のテニス部の専用コートと言っていいでしょうから、コートラインだっ

たりとか日常的な管理については、部員の皆さん自らの手で実施をしていただいている

ところであります。 

 一方、昭和６０年に設置をした体育館前のテニスコートにつきましては、指定管理者

による管理運営を行っておりますが、令和４年度に体育館の大規模改造を実施した際に、

普段、体育館の中で活動しております児童生徒向けのソフトテニス教室の利用によりま

す延べ２６１人の利用がありましたが、その前年、令和３年度は延べ６８人、５年度は

現状１９人ということで、ゼロではありませんが、あまり利用がない状況と言っていい

のかなというふうに思っております。 

 ただし、利用がゼロではないので、コートの管理について対応すべき点がありました

ら、その都度、指定管理者とも打合せを行って対応させていただいており、例えば平成

３０年とか令和元年度などには、フェンスの支柱だったりとかワイヤーだったりなどの

修繕対応をしております。こういった利用状況であります。 

 また、次年度に向けた予算協議の中でも、何か不都合が生じているというお話も、そ

れぞれ２者からはありませんので、今後も今までと同様の施設維持を行ってまいりたい
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というのが、教育委員会としての基本的な考えであります。 

 

●議長 

 根岸議員。 

 

●１番 

 今ほど、延べの利用人数が６８名ということもおっしゃっていましたけれども、そち

らは、もしかすると整備状況が行き届いていない上での利用者数ということも考えられ

ますので、しっかりとそういったアンケート等も取った上で、体育館に関してはコンデ

ィショニングルームとか設備充実してきていますので、部活動以外にも町民のそういっ

たスポーツ促進、健康増進という形でも、そういった面、いま一度調査していただけれ

ばと思いますので、そういった声は上がっておりました。やっぱり整備も必要になって

くるかなと思いますので、そちらのほう、いま一度精査いただければと思います。 

 私からの質問は、以上となります。 

 

●議長 

 教育長。 

 

●教育長 

 今ほど雑草のこととかがありましたので、それらもきちんとそれぞれ中学校とか、そ

れから指定管理者さんのほうから聴き取りをさせていただいた上で、ある程度細かくは

対応してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

●１番 

 よろしくお願いします。 

 

●議長 

 以上で、根岸議員の一般質問を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────── 

（４．７番笹木議員の質問・答弁）              （１１時３１分） 

 

●議長 

 引き続き一般質問を行います。７番、笹木議員。 

 

（７番 登壇） 

 

●７番 
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 ７番、笹木利津子です。通告に従いまして、帯状疱疹ワクチンの助成について、町長

にお伺いをいたします。 

 私は、昨年の第２回定例会で、帯状疱疹を未然に防ぐためにとの内容で質問をさせて

いただきました。２回目の質問になることから、前回と重複する点もあろうかと思いま

すが、よろしくお願いをいたします。 

 帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹ウイルスの再活性化によって発症し、８０歳までに３人

に１人が発症、また高齢化の進行及び小児水痘ワクチンの定期接種化などの影響により、

毎年増加しつつある状況であります。 

 宮崎スタディ、ほかのデータを見ましても、生涯で約３０％の方が罹患する疾患です。

発症率は５０歳から上昇して、６０から８０歳代でピークを迎えます。また、帯状疱疹

は皮膚症状だけでなく、鈍痛を伴う疾患でもあります。合併症として、罹患者の約

２０％の方が、帯状疱疹後、神経痛に悩まされているという報告があります。特徴とし

て、焼けるような、刺すような、電気が走る、ズキンズキンする、引き裂くような、な

ど大変な苦痛を伴う後遺症が、数か月から長い人では一生悩まされる怖い後遺症です。 

 昨年、私が質問させていただいた時点では、帯状疱疹ワクチンの公費助成を行ってい

る全国の自治体はごく僅かでありました。ですが、この１年半、最近ではテレビのＣＭ

で流れていたり、少しずつワクチン接種で予防ができるという認知度が高まりつつあり

ます。 

 思えば、４年前のコロナ発症で、全世界が恐怖にさらされました。重症化患者の救急

搬送の様子が、毎日ニュースで報じられ、この先どうなってしまうのか、不安な毎日を

送った経験もいたしました。この間、ワクチン接種が徐々に定着され、私も７回目の接

種を終えたところです。 

 今年の１１月時点で、帯状疱疹ワクチン公費助成導入の全国の状況を見ますと、生ワ

クチンのみが４自治体、不活化ワクチンのみが２１自治体、両ワクチン対象が３０１自

治体、計３２６自治体になっております。国として定期接種化にない中、公費助成に踏

み切った背景には、ワクチン接種の有効性の認識が大きいのではと考えます。 

 ここで、他市町の導入に対し、町長はどのようにお考えになるのか、お伺いいたしま

す。 

 また、テレビＣＭのみならず、ワクチンということの認識が町民にも高まっているよ

うに思います。私のところにも、どこで接種できるのか、費用はどれぐらいかかるのか

などの問合せが数件ありました。保健センターや役場窓口などに、町民からの帯状疱疹

に関しての問合せがありましたらお伺いいたします。 

 ワクチン接種となると、当然病院での接種になるわけですが、それらも含め、地元医

師会や病院の先生から公費助成導入に向けて、ご意見など、またニーズがありましたら

お伺いいたします。 

 先ほどお話ししましたが、この１１月時点で全国３２６自治体が公費助成を実施され

る中、そのうち北海道では３３の自治体が実施されております。助成の内容は様々です

が、ほぼ半額助成になっております。 
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 昨年、町長に答弁を頂きましたが、国の動向を見て定期接種とされた場合、助成を検

討するということでありました。国の動向としては、１１月９日、審議会の議題に上が

りましたが、大きな進展には今少し時間がかかるようです。近隣自治体では北竜町が実

施し、歌志内市で令和６年実施を検討するとお聞きしております。 

 定期接種化を待たないで多くの自治体が公費助成に踏み切っている中、奈井江町での

公費助成の導入について、町長にお伺いいたします。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 笹木議員からの帯状疱疹ワクチンの助成についてということで、昨年もご質問いただ

きましたけれども。 

 今ほどご質問にあったとおり、帯状疱疹については、国において定期接種化が検討さ

れているワクチンの一つであって、全国の自治体で予防接種の費用助成に踏み込んでい

ることも承知をしているところであります。 

 １点目の他の自治体で定期接種化を前に公費助成導入に踏み込んでいることをどう考

えるのかという質問でありますが、今現在、私どもの押さえと若干数字が違って、笹木

議員のほうが新しい数字なのかもしれませんが、私どもの押さえでは、全国保険医団体

連合会の調査で、全道で３０か所、道外２５０か所ということで、全国で２８０自治体、

約１６％で費用助成を始めて、そのうちの多くが今年度からの開始だというふうに報告

を受けたところであります。 

 帯状疱疹ワクチンについては、平成２８年３月に、水痘生ワクチンについて帯状疱疹

の予防に対する効果・効能が承認されて以降、国の厚生科学審議会において定期接種化

に向けての議論がされているということであります。現在も、発症頻度、ワクチン効果

の持続性、対象年齢や接種効果、安全性、費用対効果など、ファクトシート、疾病知見、

予防接種効果等をまとめたものという意味だそうですが、ファクトシートへの追記を重

ね、引き続き帯状疱疹ワクチンの評価のために必要な治験等を行っていくこととされて

おります。 

 費用助成を開始している自治体については、一般論として、それぞれの自治体の実態

や政策の優先順位を検討する中で、定期接種化の前に費用助成に踏み込んだものと推察

をするところですが、２点目の住民からの帯状疱疹ワクチンに関する問合せはどうなの

かということですけれども、現在、保健センターにおいて、帯状疱疹ワクチンを町内で

接種できるか、あるいは帯状疱疹ワクチンは接種したほうがいいのかなどの相談を受け

ることが、年に数回あると聞いております。相談者に対しまして、個人の年齢、疾病の

有無、生活状況などから、加齢でありますとか疲労、過度のストレスなどの発症リスク
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をお伝えするとともに、かかりつけ医への相談の上、接種を判断するように保健師が相

談対応を行っております。 

 また、町内医療機関での接種は可能でありますが、生ワクチン、不活化ワクチンの対

応の違いがあるため、個別に医療機関と相談していただくようお話をさせていただいて

います。 

 ３点目、地元医師会、病院などの公費助成導入に向けてのニーズということですけれ

ども。 

 地元医療機関からは、現在任意接種である帯状疱疹ワクチンについて、個人の意思に

より自主的に接種の希望があった場合は、相談の上、接種対応しているとのことですが、

接種数も多くないことから、公費助成の導入に向けた明確な要望などは受けておりませ

ん。 

 今後において、発症者の予防を図るために、ワクチンの公費助成について検討する場

合、医療機関や医師会のご理解とご協力が不可欠なことから、引き続きしっかりと連携

を取ってまいりたいと考えています。 

 そして、最後、４点目の当町における帯状疱疹ワクチン接種の公費助成の導入という

ことですが、国の厚生科学審議会における議論では、通常人から人への感染はしない、

また罹患した場合に重篤化するおそれが大きくないと考えられている一方で、ワクチン

接種により帯状疱疹の発症や個人の帯状疱疹後の神経痛の発症、今、議員がご指摘いた

だいたようなことだと思いますが、予防することができるという効果も期待されている

ということであります。 

 そして、帯状疱疹ワクチンの有効性や効果の持続期間、費用対効果に関する知見も新

たに報告されており、定期接種化について、引き続き議論が続いている状況であるとい

うふうに認識しております。 

 そして、当町といたしましては、帯状疱疹ワクチンの評価のために必要な治験など、

国の動向を注視しながら、早期の定期接種化に向けて、国に要望してまいりたいと考え

ております。 

 あわせて、今後、コロナ禍の影響による免疫バランスの崩れや新型コロナ感染後の免

疫力の低下、高齢化等の影響で帯状疱疹の発症者が増加することが予測されることから、

帯状疱疹の発症予防とともに、一定の自己負担は伴いますが、帯状疱疹ワクチンの有効

性の周知、さらに当町における公費負担助成の導入についても前向きに検討してまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 

●議長 

 笹木議員。 

 

●７番 

 今ほど町長から答弁いただきました実施自治体ですけれど、多分、私のほうの数字が

正しいのだと思っております。近々の数字だと思っておりますので。 
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 答弁を頂きました。国に要望する、前向きに検討するということを答弁いただきまし

たけれども、私は、今まで多くの施策の実施に向けて、町長、教育省に提案、また要望

してまいりました。また、そんな中、財政が本当に厳しい中でも、町民にとって重要で

あると判断していただいた施策に対して、実施していただき、感謝をしております。 

 今回の帯状疱疹の公費助成も、当然、町の予算に影響するものでありますから、今回

は、奈井江町に関して財政の影響額について少しお話をさせていただきたいと思います。 

 日本の疫学調査を基にしたものでありますけれど、奈井江町における帯状疱疹発症患

者数、これは生涯推計になりますが、人口は本年１月１日現在になります。５０歳以上

で３,１１８人、６５歳以上で２,０６２人、そのうち帯状疱疹患者数は、５０歳以上で

６７５人、６５歳以上で３１０人。また、帯状疱疹神経痛は、５０歳以上で１５１人、

６５歳以上で７８人と推計されます。 

 でも、ここで重要になるのが、予算規模試算であります。奈井江町における初年度公

費助成導入に向けた予算規模試算、推計ですけれども、前提として、半額助成、そして

接種比率は、不活化ワクチン、生ワクチン、５対５ということで予算試算をしてみまし

た。不活化ワクチン、助成額２万円、同じく生ワクチン４,０００円として、接種率

１％ですと、助成費用は、５０歳以上で３７万４,０００円、６５歳以上で２４万

７,０００円となり、接種率３％ですと、５０歳以上で１１２万２,０００円、６５歳以

上で７４万２,０００円となります。 

 また、ワクチン未接種の場合の年間医療費として、５０歳以上で２１３万円、６５歳

以上で１５８万５,０００円と推計されます。 

 助成費用もこのようにかかりますけれども、自己負担額の金額も同様にかかります。

そんな中でも、希望する町民がいましたら、健康寿命推進のため、ぜひ実施に向けて検

討していただきたいと思います。 

 奈井江町の発症者数、予算規模試算について、町長にお伺いいたします。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 具体的なご提案ありがとうございます。私どものほうも、シミュレーションがちょっ

と違うので、ここでそのことの議論は避けたいと思いますが、どれぐらい、例えば

１０％受けたらどれくらいかかるのか、というようなことも試算をしてみております。 

 今ご指摘のとおり、まさに健康づくりをどれだけれどういう形で展開していくかとい

うことが課題でありまして、具体的に言うと、一番今悩ましいのが、新型コロナウイル

スワクチンについて、今年度をもって終わるわけですけれども、来年度以降、インフル

エンザと同じような形で、国が指定する中でワクチン接種を推奨するのかどうか、その

ときに公費がどういう形で関わっていくのかとか、いろいろなことに関連して、全部や

れればいいですけれども、そのときの財源がどうなのかとかということも、私どもとし
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ては現実シミュレーションをさせていただいています。 

 そういう中で、改めて申し上げますけれども、今、議員がご指摘いただいた実態も承

知しているところでありますし、先ほども申し上げましたけれども、まさにコロナワク

チン以降の、逆に、この帯状疱疹の発症率が増えることも想定されるということを前提

として、繰り返しになりますけれども、前向きに検討をさせていただくということでご

理解いただきたいと思います。 

 

●議長 

 笹木議員。 

 

●７番 

 前向きに検討という答弁を頂きました。 

 町長ご存じのとおり、この帯状疱疹ワクチンは、有効性ですけれども、生ワクチンで

５年程度、それから不活化ワクチンでは１０年以上というふうになっております。 

 今ほどの試算推計では、両ワクチン５対５ということで、私も計算をしてみたんです

けれども、例えば、接種を受ける方の年齢、自分が受けるときのその年齢、また自己負

担も半額かかるわけです。結構高額であります。不活化ワクチンですと、仮に半額助成

になっても２回接種することによって１万、１万の自己負担がかかるわけであります。 

 そういうことを考え合わせたときに、この５対５というのは、私自身はどうかなとは

思っているんです。実際問題、例えば６対４とか、７対３とかというような接種率にな

るということもちょっと考えられるのかなというふうに正直なところ思っております。 

 接種率も、今ほど町長１０％というお話もありましたけれども、ほぼ全国を見ますと

３％というのが、現在の状況のようであります。 

 今ほど答弁いただきました、どんな状況が、この先、コロナもそうですし、様々な状

況の中で決められた金額の中で、どれを優先するかというのは当然分かりますけれども、

中に、全国自治体で１０％というパーセントが出ているところもあったんです。１０％

になると、金額が全然また変わってきます。 

 それで、私もまたここも少し気になって調べてみましたが、ここの場合は、対象者全

員に個別に郵送で接種を促して接種をしたようなんです。それで１０％。普通、一般的

な接種を啓発するという部分では、ほとんどの自治体がやっぱり３％で収まっているよ

うで、収まるというのはおかしいですけれど、３％ぐらいのようであります。 

 罹患者が３０％という推計というのは、健康寿命を考えたときに、何回も前向きに検

討と町長に答弁を今いただきましたけれども、本当に、判断、実施に踏み切る、それも

少しでも早く、必ず国で定期接種化に私はなると思っておりますので、なる前に、ぜひ

実施をしていただけたらなと思いますが、町長もう一度お願いします。 

 

●議長 

 町長。 
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●町長 

 本当におっしゃるとおりだと思っていまして、重ねて言うと、例えば、誤嚥性肺炎の

ワクチンだとか、私どももそうですが、高年齢になってやっています。要は、いろいろ

な形のものが少しでも早くやった方が効果があるということも認識しておりますから、

やるんだったらしっかりやりたい。そんな思いもあって、強く前向きに検討しています

ので、お時間を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 笹木議員。 

 

●７番 

 私の質問を終わります。 

 

●議長 

 以上で、笹木議員の一般質問を終わります。 

 昼食のため、１時まで休憩を取りたいと思いますので、再開は１時からということで

お願いをいたします。 

 

（休憩）                          （１１時５１分） 

  ──────────────────────────────────── 

（５．８番大関議員の質問・答弁）              （１２時５９分） 

 

●議長 

 それでは会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 ８番大関議員。 

 

（８番 登壇） 

 

●８番 

 ８番、大関です。私から大綱２点、町長に伺いたいと思います。 

 １点目は道の駅についてであります。 

 奈井江町に道の駅が誕生してからかなりの年月がたちます。ないえ温泉が休止中の現

在、町外からの流入人口が多いのが道の駅です。しかし、完成当時と環境が変化してき

たと感じますし、多くの町民から、もう少し何とかならないのかという意見も聞くとこ

ろであります。道内でもにぎわっている道の駅は、どちらかというとショッピングモー

ル的な施設が増えたとも感じております。 

 奈井江町の道の駅らしさをどう出すか、また、活性化やにぎわいをどう出すかという
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ことで、１つ目に、現在、生涯活躍のまち事業や地域おこし協力隊など、様々な人材が

まちづくりに協力していただいていますが、その方たちと主に道の駅の在り方を協議で

きないか。 

 ２つ目には、第７期まちづくり計画の実施計画において、町として道の駅の方向性を

もっと具体的に示すべきと考えますが、町長の見解を伺います。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

（町長 登壇） 

 

 

●町長 

 大関議員から道の駅の活性化に向けたご意見だと思います。 

 道の駅につきましては、平成５年に制度が創設されて以来、四半世紀が経過する中で、

国は、２０２０年から２０２５年を第３ステージとして位置づけて、道の駅を核とした

地方創生及び道の駅の持続可能な安定運営を目指し、観光機能や防災機能、コミュニテ

ィ機能の効果を推進しているところであります。 

 現在、各地に新設されている道の駅では、駐車場や地域振興施設の大規模化、商業化

が見受けられるほか、既設の道の駅では、敷地の拡張や移転、施設の更新、管理運営者

の変更も含めたリニューアルが行われております。 

 本町の道の駅につきましては、平成１７年度より公共施設に民間団体のノウハウや創

意工夫を発揮できる指定管理者制度を導入しておりますが、本定例会において、令和

６年度から５年間の指定管理者の指定に関する議案を提出させていただいております。 

 国が道の駅に求める防災機能などの強化や利用者・住民が求める商業施設などのニー

ズに対してどのような手法で応えていくのか、さらには、平成７年に開設してから

２８年が経過し、今後における施設の老朽化など様々な課題がある者と認識していると

ころであります。 

 道の駅の在り方については、時代とともに変化し、求められる様々なニーズに対して、

町民をはじめ、関係機関や団体などによる共通の理解と認識、そして、協働のもとでの

運営をされることが必要であると考えております。 

 ご質問にありますように、今後の協議について、また、第７期まちづくり計画の実施

計画における今後の方向性など、活性化に向けた取組について検討してまいりたいと考

えておりますし、併せて、地域おこし協力隊のご意見を活用したということにつきまし

ても、道の駅で開催された、昨年、今年もありますが、ティラノサウルスレースなど、

ゆめぴりかフェスには町内外から多くの人が集まっていただきました。 

 そして、今、ご指摘のとおり、生涯活躍のまちの取組の１つである町と都市部の民間

企業人材と交流、先ほども傍聴いただきましたけれども、今回、ニコン日総プライムの
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皆さんが奈井江町の活性化に向けたご意見を賜るというようなことも含めて、いろいろ

な形での取組を進めておりますけれども、その交流に関わった町民の皆様、町外の皆様

からも、道の駅の活用の可能性について提案をいただいているところであります。共奏

ネットも含めて、これらのことについて、それらの意見を十分踏まえながら活性化に向

けた取組を町としても進めていきたいというふうに考えていますので、ご理解を賜りた

いと思います。 

 

●議長 

 大関議員。 

 

●８番 

 理解するところであります。 

 自分が議員になって８年とちょっとですが、当初からいろいろな議員から道の駅の在

り方について要望がたくさん出てきたかと思います。私どもも所管事務調査で毎年のよ

うに道の駅を調査していますし、今年の予算委員会の町長の答弁でも、今、おっしゃら

れたことと似たようなことが答弁されたかと思います。 

 自分も、現在の指定管理者、今後も続くかと思いますけれども、いま一つ、行政側と

同じ方向を向いていないのかと少し思うところがありまして、所管事務調査に行って現

地視察した折に、その指定管理者から、いろいろな場面で議員さんにここをもう少し何

とかしてくれとかって具体的に話されるんです。ですから、担当課長、担当参事とか、

いろんなところでこういうふうにしていきたいって言われることも我々理解するんです

けれども、いま一つ、指定管理者が言うことを聞いてくれないと言ったらあれですけれ

ども、方向がちょっとずれているかなと思う場面が多々あります。しかしながら、道の

駅もヘリポートが整備されてから、いろんな、先ほど町長が言われたとおり、ティラノ

サウルスレースだったり、ゆめぴりかフェスだったり、いろいろな行事が催されて、そ

れなり人を集めているかと思っています。 

 今年もティラノサウルスレース、１００人ぐらいが多分来たと思われますけれども、

ほとんどの方が町外から来て、奈井江町からの参加者は３人ほどと聞いていますけれど、

やっぱり１００人来て９７人が町外から来るということは、すごく、まちづくりとして

はこれを生かさない手はないと思いますし、今年初めて行ったゆめぴりかフェスについ

ても、準備したゆめぴりかが全然間に合わなくて、追加して炊くような、本当に多くの

町民に来ていただいていますし、キッチンカーもいろいろ出ましたけれども、町内から

も２業者ほどが協力していただいたということで、本当にここ数年はちょっと盛り上が

りが感じられるようになってきましたけれども、ですから、これからの方向性として、

道の駅の管理は指定管理者にしてもらうけれども、いろんなフェスは違う方々がやって

いったほうがいいのか、今、現状はそういうふうになっているように感じますけれども、

この辺のことについて、もう一度町長の答弁をお願いします。 
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●議長 

 町長。 

 

●町長 

 ご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、議員の皆さんをはじめ、町民の皆さんもこれまでもずっと同じようなご心配を

いただいていることについて、十分認識をしているつもりであります。 

 先ほど冒頭のところでも申し上げましたとおり、国としての道の駅の位置づけが第

３ステージということで、当初の２４時間トイレ、前の答弁でもちょっと申し上げまし

たけれど、２４時間稼働のトイレの駐車場があればということから変わってきていると

いうのも当然のことと認識をしております。 

 そういう中で、奈井江町として、例えば、近傍でいけば石狩でありますとか、長沼で

ありますとか、そういう地元産品を活用した活性化ということについては、実際の話、

なかなか難しいのかというふうに思っています。近傍のハイウェイオアシスについても、

決して順風満帆の運営をしているというふうには聞いておりませんし、そういう中で、

奈井江の道の駅らしさって何だろうということだと思いますし、今、おかげさまで札幌

から旭川までのちょうど中間にも位置し、かつ、滝川から曲がってといいますか、十勝

に向かう道なども含めたときに、中空知のゲートウェイというようなことも含めて、本

当に防災の拠点として、非常に重要な位置づけがされているというふうに思っておりま

す。 

 このことについては、北海道においても、札建、国交省においても位置づけをしてい

ただいていることですので、そのことをしっかりと受け止めた形での施設の運営という

のが、やっぱりこれから必要なのかというふうに思っています。 

 とは言いながら、町民の皆さんにどれだけその施設を親しんでいただいて、理解して

いただくのかということが残された課題としてあるわけですので、そのことにつきまし

ては、まさに今ほど議員からもご指摘があったとおり、今回のゆめぴりかフェスのほう

も、対象を町外の人に発信するということで絞った結果でありますので、町民の方々の

参加は少なかったかもしれませんが、逆に言うと、目的は十分に達せられたというふう

に認識をしておりまして、そういうことでの施設の利用、在り方、アピールというもの

を、まさにご指摘のとおり、地域おこし協力隊をはじめ、共奏ネットと一緒に進めてい

くことができればというふうな形で、今、１２月１９日から、また、共奏ネットを中心

として協力隊ともどもに道の駅でイベントを開催します。町の人たちにも親しんでもら

える試みということで、今回は逆に町民に向かったイベントというふうに伺っています

ので、いろんな試みを進めていきたいと思っています。ご理解をいただきたいと思いま

す。 

 

●議長 

 大関議員。 
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●８番 

 理解をいたしました。 

 思い起こすと、道の駅ができた当初、農業団体も直売所的なものをやるのに協力して

いたと思います。しかしながら、奈井江町の農協は、当時、生産部会の力が強くて、直

売とかにはちょっと非協力的だった面があったと思います。なので、道の駅に置く野菜

等についても、部会には出せない、あまり品質のよくないものを置いた結果、やっぱり

消費者離れが進んで、今のような状況になっているかと思います。今ですと、本当に、

砂川のＡｉＡｉですと、もぎたて市だとか、本当にいい品質ものを置かないと消費者は

リピーターとして来てくれないということはありますけれども、当時、そんな感じもあ

ったのかと思って、我々、生産者の１人としてもちょっと失敗があったかと感じており

ますが、町長言ったとおり、これからもしっかりとやっていくということでありますの

で、また、１９日から共奏ネットが主催となってクリスマスウイークというのを始める

予定だとも聞いておりますので、いろいろなイベントをやるときに、ＰＲの方法も少し

検討していきながらやっていっていただきたいと思います。 

 今年行ったゆめぴりかフェスも、結構、町民の方で知らなかったという人が、ちょっ

と耳に届いていますので、これからイベントをやる際にはＰＲの方法も十分検討しなが

ら頑張っていただきたいと思いますんで、町側のいろんな方法、いろいろな対策を込め

て、道の駅にも取り組んでいただきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いをし

たいと思います。 

 以上で１点目の質問を終わりたいと思います。 

 ２点目はヒグマ対策についてであります。 

 先ほど午前中に星議員が質問したので少し答弁が被るかもしれませんけれども、私な

りに少し質問をしたいと思います。 

 １１月９日に砂川市地域交流センターゆうで、空知総合振興局主催の空知地域ヒグマ

対策防除技術実践研修会が開催され、ヒグマの基礎生態及び身近にできる防除とヒグマ

の防除技術研修、電気柵についての話がありまして、これらを基に質問をいたしたいと

思います。 

 道内では、至るところでヒグマが出没しており、砂川市でも１１月上旬で約６０件、

町内でも、先ほどの話だと２０件の目撃情報があり、市街地での目撃は今回初めてかと

思います。 

 ヒグマの増加原因と思われることですが、１つ目には個体数の増加。これは、道内で

は残雪期の春グマ駆除を１９９０年に廃止して以降、生息数が増加しています。２つ目

は農家戸数の減少。これについては、１戸当たりの耕作面積が増加したため、機械化が

進み、田畑に人の姿が減っているため。３つ目には、飼料用作物の国産化。子実コーン

でありますとか、デントコーン類の増加。コーン類は草丈が長いため、一度、熊が畑に

入ると見つかりにくいということもあります。 

 町内でも様々な対策を講じてきましたが、これまでの有害鳥獣と違い、町民が被害に

遭う可能性があり、対策が必要と考えます。また、農村地区と市街地の対策は違うとも
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思います。 

 奈井江町ではハンターの環境がよくありませんが、ＳＮＳの発達により、ヒグマを駆

除したあと、自治体やハンターが批判されることもあります。駆除に対する理解を醸成

することも必要だと思います。この先、ヒグマとどう向き合うのか。真剣に防災対策と

して検討すべきと考えますが、現段階での町長の見解を伺います。 

 

●議長 

 答弁を求めます。町長。 

 

●町長 

 ヒグマの被害の対策についてのご質問であります。 

 先ほどの星議員との重複もあるかもしれませんが、私自身、まさか市街で熊を見ると

いうか、見ていませんが、熊の対策を考えなければならないということは、全く考えて

おりませんでした。そういう状況にあるということを前提にご答弁をさせていただきま

す。 

 道内におけるヒグマの生息数は増加傾向にあるものと考えられており、専門家からは、

ヒグマの生息域が人里周辺まで拡大していることや、人への警戒心が薄れているなど、

ヒグマの生態や行動が変化していることが指摘されていると、そういう状況であります。

また、ヒグマは、森林や河畔林などを利用して移動し、行政界を超えて出没することが

想定されるなど行動範囲は広がっておりますが、町では、今ほどもありましたように、

砂川市や農協、猟友会などの関係団体で構成する有害鳥獣対策連絡協議会を設置して、

出没の状況に応じて周辺自治体との連絡会議を開催するなど、広域的な危機管理に努め

ているところではあります。 

 現在、市街地における出没抑制対策、高齢化が進むハンターの育成・確保など、被害

対策に向けて多くの課題があるものと認識しておりますが、道においては、熊と人との

すみ分けを図り、人との軋轢を減らすための対策でありますゾーニング管理の導入に向

けた検討を始めており、さらには、近年多発する市街地の出没の効果的な対策として、

ＡＩ技術などを活用した問題個体の認識、識別などの技術検証も進められているところ

であります。 

 今後、より効果的にヒグマの被害防止対策を実施していくためには、町や近隣自治体

との連携による対策をはじめ、国や道による施策の推進など、それぞれが担う役割を明

確にし、出没の抑制から出没時の対応まで、短期的、そして、中長期的、両方の視点を

持った総合的な対策の検討が必要であると考えております。 

 町といたしましては、来年度に向けて町民への注意喚起や問題個体への対応強化を検

討しているところでありますが、引き続き関係機関との連携のもと、道が策定している

ヒグマ管理計画に基づく対策を進めていくとともに、今後につきましては、様々な対策

への検討や検証結果などを踏まえ、中長期的な観点から、本庁の実情にあった対策を検

討してまいりたいと考えております。 
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 現実の話、まだ確認していませんが、環境省が指定管理獣に認定をするという動きが

ありますから、これを受けて、また北海道の対策の在り方も変わってくると思っており

ます。そこら辺も踏まえながら、まずは捕獲だとかできればということですし、奈井江

町の場合は、それがあっての駆除という形になろうと思います。そんなことも含めて、

いろんな情報を勉強しながら、そして、これは広域的に取り組まなければならないとい

う視点を十分踏まえて、関係団体、北海道を中心としたところと協議を進めていきたい

と思っています。ご理解いただきたいと思います。 

 

●議長 

 大関議員。 

 

●８番 

 私の立場でも、市町村レベルの対策と、やっぱり振興局の対策とも連動していかなき

ゃいけないと思っていますし、先日、浦臼と奈井江町の議会で講師として振興局長を呼

んだんですが、その折にも、市町村をまたいだ対策を振興局としてお願いしますという

ことも言っていますし、現在、国会でも野党の議員からはヒグマ対策を何とかすれって、

多分、委員会で非常に積極的に議論をしていますし、１１月２８日の道議会でも、ヒグ

マ対策として春季管理捕獲に参加する市町村向けにハンターの報酬補助費として

１,５００万円を準備しているという報道もあります。このことについては、奈井江町

はちょっと当てはまらないかと思いますけれども、関係する方々のヒグマに対する知識

を高めることは、私は必要かと感じていまして、再質問では、奈井江町として、ヒグマ

の生態に関する講習会などを開いてはどうかと考えていますけれども、今年も北海道と

同様に秋田県もすごく被害が多いらしいのですが、なぜこんなに熊が増えたかというと、

昨年は、秋田県ではブナが豊作で、非常で熊がベビーラッシュだったということで、今

年は不作だから人里へ降りてきているということもあります。北海道もドングリが不作

の場合は人里へ降りてくるということも聞いています。 

 東京農工大学の小池伸介教授によると、生息数が回復していますので、熊が保護から

管理に変化をしないといけない。人里周辺では銃で積極的に駆除し、熊を山に押し返さ

ないと被害は減らないとも言っています。 

 国のほうでも、今年は環境省で熊対策専門家緊急派遣事業というのをやっているそう

で、専門家を現場に派遣し、対策について指導・助言をする、経費は環境省持ちという

こんな事業もあるみたいですので、本格的に熊対策を検討していかなければいけないと

も思っています。 

 鹿だとジビエとして利用できますので、浦臼に施設がありますけれども、ですが、浦

臼のジビエの施設も当初の計画の倍ぐらいが搬入されているということで、本当に調理

をして出る最後の産廃的なところが、少し量が多くなってきて、その金額については、

百数十万円と聞いていますけれども、それは今、浦臼町で持っているそうですが、この

金額についても、近隣の市町村で何とかしてくれないか的なことを、今、内部で検討し
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ているようでありますが、熊も、もしかしたらジビエになり得るかもしれないという報

道もあります。 

 例えば、今、岩見沢市の毛陽地区では、ジビエとしてハンバーガーを作ってメープル

ロッジのほうで販売を始めるということですし、この辺ですと、新十津川の肉屋さんで

もジビエとして取り扱うようなことも聞いていますし、なので、ヒグマについて、この

先、どうやってやっていくかということで対策を講じてほしいんですけれども、まずは

生態を知ることが大事かと思います。 

 先ほど言ったとおり、町内で生態を知るような講習会の開催はできないのかどうか、

この辺について伺いたいと思います。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 ありがとうございます。 

 まさに、おっしゃるとおりでしかないですけれども、今、奈井江町としても、熊の駆

除に関しては１頭１万円、秋も補正させていただいたと思いますが、それで足りるのか、

足りないのかの問題ではないのですが、何よりも駆除してくれる人が本当にいないとい

う実態の中で、そして、環境省が特別に派遣しますとかって言っていますけれども、内

地、府県の過疎化進んで、そこに熊があって、そこを、さっきもちょっと申し上げたグ

リーンベルトみたいにして草を刈って入ってこないように、見えるようにするとか、奈

井江町の場合、そういう状況とは全く違うということでありますから、奈井江町として

どんなことができるのかということが、やっぱり課題になると思っています。 

 そういう意味では、やはり、春グマの駆除だとか、そういうことが一番効果的なのか

と思っていて、それは広域的でなければならないし、まさに、私が役場に入って最初の、

もう４０年以上も前になりますけれども、最初の日に春グマの駆除をしたから、お前、

ちょっと行ってこいといって、高島の元某ハンターのところに行ったのを覚えています

が、そういうことにならないとなかなか難しいのかというふうに認識をしているところ

であります。 

 まさに、流行語大賞にもなってしまうような状況でありますが、繰り返しですが、北

海道の熊と秋田の熊も違うでしょうし、札幌の定山渓方面で出る対策とこことは違うの

かと思っていますから、そのようなことを逆に、今、議員ご指摘のとおり、熊の生態と

いうようなことを、そういう視点でもご教授いただくということは極めて有効かと思っ

ています。 

 今、ここで、いつどこでということは限定できませんけれども、前向きに検討させて

いただきたいと思っていますので、ご理解と、また、ご協力をお願いしたいと思います。 

 

●議長 
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 大関議員。 

 

●８番 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 農業被害も、２０２２年、道内ですと熊の被害が２億７,１００万円ということで、

ほとんど、半分ぐらいが飼料用コーンであります。飼料用コーンについても、奈井江町

はまだありませんけれども、砂川市のほうで増えていますし、新十津川でも増えていま

す。やはり、いろいろな条件が重なって熊が生育しやすくなっている状況もありますん

で、今後、奈井江町としてもしっかりと対策をもって町民に被害が及ばないような対策

を検討していただきと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

●議長 

 大関議員の一般質問を終わります。 

 以上で、町政一般質問を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第６ 議案第５号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１３時２６分） 

 

●議長 

 日程第６、議案第５号「奈井江町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 定例会出席、お疲れさまです。 

 議案書の４９ページをお開きください。 

 議案第５号「奈井江町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 本案につきましては、令和５年人事院勧告による国家公務員の官民格差等に基づく給

与制度改正に伴い、同様の給料表や支給手当額の改定を行うため、関連する条例の一部

を一括して改正するものであります。 

 詳細につきましては担当参事に説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定をお

願いいたします。 
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●議長 

 総務課参事。 

 

●総務課長 

 定例会出席、大変お疲れさまでございます。 

 それでは、議案第５号「奈井江町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」

につきまして、配付されております資料でご説明いたしますので、定例会資料３ページ、

資料２をお開きください。 

 今回の条例改正は、令和５年人事院勧告による国家公務員の官民格差等に基づく給与

制度改正に伴い、関連する条例の一部を一括して改正するものであります。 

 月齢級の改定では、民間給与との格差を解消するために、俸給月額を平均で

０.９６％引き上げ。 

 特別職の期末手当及び一般職の期末勤勉手当を０.１か月分増額、再任用職員及び次

ページにあります会計年度任用職員は０.０５か月分を増額し、令和５年度につきまし

ては、１２月支給の手当につきましては、それぞれ２.３か月、再任用職員は１.２か月

に、会計年度任用職員は１.２５か月にするものであります。 

 なお、令和６年度につきましては、６月と１２月でこれを均等に配分するものであり

ます。 

 この条例は公布の日から施行し、条例の第２条及び第５条に関しては、令和６年４月

１日からの施行、第１条、第３条及び第４条の規定による改正後の奈井江町職員の給与

に関する条例、特別職の給与に関する条例及び奈井江町パートタイム会計年度任用職員

の報酬等に関する条例の規定は、令和５年４月１日から適用するものであります。 

 以上、奈井江町職員の給与に関する条例の等の一部を改正する条例について説明をい

たしました。よろしくご審議の上、ご決定をお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 
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 議案第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第７ 議案第６号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１３時３０分） 

 

●議長 

 日程第７、議案第６号「奈井江町税条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書７５ページをお開きください。 

 議案第６号「奈井江町税条例の一部を改正する条例」。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 ７７ページにございます本案の提案理由につきましては、全世代対応型の持続可能な

社会保障制度を構築するための健康保健法の一部を改正する法律の施行に伴い、国民健

康保険被保険者で出産される方の産前産後期間に係る国保税所得割額及び被保険者均等

割額ついて、令和６年１月分から減額するため、本条例を改正するものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願いいたします。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 
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（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第８ 会議案第１号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１３時３１分） 

 

●議長 

 日程第８、会議案第１号「奈井江町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。 

 事務局長に一部を省略し、朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 会議案第１号「奈井江町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例」。 

 上記議案を地方自治法第１１２条第１項の規定により別紙のとおり提出する。 

 令和５年１２月８日提出。 

 提出者、奈井江町議会議員、篠田茂美。賛成者、奈井江町議会議員、笹木利津子、同

じく、根岸一志。 

 提案理由。 

 奈井江町議会議員の期末手当の支給額引き上げを行うため、本条例を一部改正いたし

たい。 

 次ページをご覧ください。 

 奈井江町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例。 

 改正文につきましては省略いたします。 

 附則。 

 第１項、この条例は公布の日から施行する。 

 第２項、改正後の条例の規定を適用する場合においては、改正前の奈井江町議会の議
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員報酬及び費用弁償等に関する条例の規定に基づいて支給された報酬は、改正後の条例

の規定による報酬の内払とみなす。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 ここで、提案者の補足説明があれば発言を許します。３番、篠田議員。 

 

●３番 

 補足説明をいたします。 

 昨年の第１回定例会で議会報酬等調査特別委員会より報告されました今後の期末手当

については、町三役に準ずることと決定しており、令和５年８月の人事院勧告に鑑み、

今回、町三役の期末手当が引き上げられますので、これに順次、改正するものでありま

す。 

 新旧対照表をご覧ください。 

 第４条中、１００分の４４０を１００分の４５０、１００分の２２０を１１０分の

２２５に改めるものであります。 

 附則として、この条例は公布の日から施行し、すでに支給されている期末手当は改正

後の条例の規定による期末手当の内払とみなす。 

 以上、補足説明を終わります。議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 会議案第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第９ 議案第１０号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１３時３４分） 

 

●議長 

 日程第９、議案第１０号「公の施設に係る指定管理者の指定について（奈井江町地域

交流センター）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の８１ページをお開きください。 

 議案第１０号「公の施設に係る指定管理者の指定について」。 

 地方自治法の規定に基づき公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定したいので、

町議会の議決を求める。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 記といたしまして、１、指定管理者の名称は、特定非営利活動法人日本一直線道まち

づくり研究会。２、管理を行わせる施設は、奈井江町地域交流センター。３、管理を行

わせる期間は、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで。４、管理業務の範囲

は、第１号は、施設（駐車場を含む）の維持及び管理運営。２号から３号は、道の駅ス

タンプラリーに関する業務及び施設の利用許可。第４号は、施設の利用料金の収受並び

に利用状況の集計及び町への業務報告。第５号は、自主事業。第６号、上記業務に付随

する業務であります。５、利用料金に関する事項では、奈井江町地域交流センターの設

置及び管理に関する条例の規定に基づき、施設の利用料金は指定管理者の収入として収

受させるものであります。 

 なお、選定に係る経過等について、担当参事よりご説明申し上げます。よろしくご審

議の上、ご決定をお願い申し上げます。 

 

●議長。 

 総務課参事。 

 

●総務課参事 

 それでは、議案第１０号「公の施設に係る指定管理者の指定について」、ご説明いた
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します。 

 指定管理に係る選定の経過、選定の基準と審査の視点、提出された団体からの計画等

につきまして、定例会の資料によりご説明申し上げます。 

 資料の４１ページ、資料６をお開きください。 

 令和５年８月２３日に公募を開始いたしまして、現地を含む説明会を経て、１０月

１０日に締め切ったところでありますが、特定非営利活動法人日本一直線道まちづくり

研究会、１団体からの応募を受け付けたものでございます。 

 １０月２０日、１１月２日、８日、９日及び１４日に開催しました選定委員会では、

応募団体の申込み資格の確認、そして、プロポーザル方式による計画などの提案を受け、

実績・能力などを総合的に評価し、指定管理者として業務の履行に適した候補者として

選考することに合意しております。 

 資料の４２ページをお開きください。 

 選定方法につきましては、公募型プロポーザル方式とし、９名の選定委員会員により、

記載のあります選定の基準と審査の視点に基づき、１１月９日に企画提案書及びヒアリ

ング等の内容を審査いたしました。 

 ６４ページをお開きください。 

 ２次審査集計表では、審査基準において、緊急時などの対応や従業員の地元雇用、管

理費用の縮減などに加重配点し、全採点者が項目ごとに採点した合計の平均点がより高

い評価点となった団体を指定管理候補者として選定する審査を実施したものであります。 

 地域交流センターの指定管理につきましては、応募者が特定非営利活動法人日本一直

線道まちづくり研究会、１団体ということ、合計の平均点が６１.２２点という結果で

あり、標準的である場合の平均点が６０点となるため、これが１つの目安となり、標準

点数を満たしているものであります。 

 ４５ページにお戻りください 

 募集要領の様式に基づいて作成された提案の内容であります。 

 まず、管理業務の計画として、施設の管理運営の基本的な考え方・方策について記載

されておりますが、１、平等利用の確保及びサービスの向上では、地元町民はもとより、

道内外の利用者が快適に利用できるよう、安全安心な視点から管理運営を行うため、担

当者の指導強化に努め、ボランティア会員支援のもと、元気の出るサービスを行うこと、

加えて、令和３年４月に北海道の新広域道路交通ビジョン計画において、広域的な防災

機能を担う道の駅に認定されたことから、緊急・災害時における関係団体の連携・対応

に努めるという方針が示されてございます。 

 ４５ページから４８ページにかけての、２、施設の効用の最大限の発揮では、利用者

の実態を把握し、効率的な管理を行うほか、道の駅としてスタンプラリーへの対応を考

慮した開館時間が設定されているほか、道の駅連絡会など関係機関との連携を深める中

で、地場産品のＰＲ・販売に努めるほか、シーニックバイウェイ北海道推進協議会との

連携による自主事業の展開、また、改めて町の協議が必要となりますが、ＳＤＧｓに係

る事業として太陽光発電設備も計画されてございます。 
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 ４８ページから４９ページにかけての、３、適切な維持及び管理並びに経費の縮減で

は、ないえ福祉会の利用者の雇用を含む管理・清掃の体制及び専門業者に適正な維持管

理が計画されているほか、経費の縮減として、日常の点検や消耗品等の節約に取り組む

内容となってございます。 

 ４９ページから５０ページにかけての、４、管理を安定して行う人員、資産、その他

の経営の規模及び能力では、これまでの経験をもって利用者の増加や雇用の継続、経営

能力の向上を目指す内容となってございます。 

 ５０ページから５１ページにかけての、５、その他では、自主事業の展開の歩か、

シーニックバイウェイ北海道推進協議会やほっかいどう学推進協議会等、関係機関との

連携が計画されております。 

 ６２ページをお開きください。 

 管理費用の提案額を乗せてございます。 

 このページでは、５年間の収支の総額を記してございますが、公募に当たっての町の

積算額１億２,３３６万円に対しまして、日本一直線道まちづくり研究会は１億

２,６６７万円となってございます。 

 各年度の金額につきましては、次ページに記載のとおりでございます。 

 自主事業の収入、支出の内容は、５４ページから事業ごとに記載のとおりでございま

す。 

 なお、今後の手続につきましては、ご決定をいただいた後に、管理業務に係る協定書

の締結を進めることになります。 

 以上、資料の概要を説明いたしました。よろしくご審議の上、ご決定をお願いいたし

ます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。４番、遠藤議員。 

 

●４番 

 ４番。今ほど、道の駅についての説明がありました。管理費用について伺います。 

 前年度の管理費用から見ると、かなり増額になっていますが、その内容についてお伺

いいたします。 

 

●議長 

 産業観光課参事。 

 

●産業観光課参事 

 町の積算した金額の管理費用ということでよろしいでしょうか。 

 定例会のご出席、大変お疲れさまでございます。ただいまのご質問でございますが、

町の積算した管理料が増加した内訳という形になりますが、まず、増加の主な要因とい
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たしましては、除排雪費用ということで、近年の降雪状況による排雪回数の増加などや、

新たに開発局のほうで設置いただきましたカーポートでしたり防災倉庫などの屋根の雪

下ろし等の新たな対応箇所の追加によるものでございます。 

 加えまして、人件費ということで、最低賃金の上昇ですとか、今後の人件費等の上昇

を見込んだ上で試算を行った結果、増額となっております。 

 また、電気料につきましても、料金改定によって増額という形になっている試算が主

な要因となってございます。 

 

●議長 

 ４番、遠藤議員。 

 

●４番 

 増額になった部分、主に除排雪部分ということでしたけれども、金額的にはどれくら

いになるのか。 

 そして、２点目について、先般、所管事務調査の中でも、この除排雪についてたくさ

んの議論がありました。詳細の部分は説明がもらえませんでしたけれども、直営という

部分での話もあったかと思いますけれど、そういった考えはどうであったのか、お伺い

したいと思います。 

 

●議長 

 産業観光課参事。 

 

●産業観光課参事 

 ただいまのご質問でございますが、除排雪費用につきましては、町の積算では、前回

の公募時と比較しまして約３６０万円ほど増額してございます。 

 次のご質問の除排雪費用の直営というか、その方向性という形になろうかと思います

が、町としてもそのようなご意見をいただいたということで検討もしたところでござい

ますが、指定管理者として駐車場を含む施設全体の管理をお願いしている以上、除排雪

業務だけ町のほうが実施するということは、施設全体の管理責任が不明確になるのでは

ないかというふうに考えてございます。 

 また、駐車場以外の建物周辺の雪処理にも関係もありますことから、一体的に実施す

ることが効率性は高いものと判断してございます。 

 加えまして、除雪につきましては、降雪状況によっては朝だけではなく、１日に複数

回実施することもあり、状況に応じたきめ細かな対応を行うためには、施設管理者によ

る総合的な管理が望ましいということを考えてございます。 

 以上の結果から、引き続き、指定管理者のほうで除排雪のほうをお願いしたいという

ふうに考えているところでございます。 
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●議長 

 よろしいですか。 

 ほかに質疑はありますか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 討論を行います。討論ありませんか。４番、遠藤議員。 

 

●４番 

 今ほどいろいろと説明もありましたけれども、私としては、道の駅のちょうど北側の

出入口になりますけれども、あそこでよくトレーラーがはまっている姿を年に幾度か見

ております。やはりその辺、管理者任せといってもなかなか上手にできていないのでは

ないかと、そんなふうにして見ております。 

 やはり、そういったトレーラーのはまった人たちの間での無線のやり取り、そういう

ものがあったときに、奈井江の道の駅の評判を落としてはよくないのかなというふうな

思いもありますので、ここはやはり奈井江の町として責任を持って除排雪をしていただ

きたいなというふうな思いがあります。 

 それともう１点ですけれども、事業計画の内容を見ても、前回の事業計画とそんなに

相違がない。強いて言えば、追加になった文言があったとしても、町民の皆さんの期待

に応えられるような内容ではちょっとないのかなという思いもありまして、このことに

ついては、私は反対したいと思います。 

 

●議長 

 ほかに討論ありませんか。６番、大矢議員。 

 

●６番 

 私は賛成の立場で討論させていただきます。 

 今回の指定管理につきましては、所定の取組に応じまして公募されました。残念なが

ら１組ということで、これの公共性といいますか、正確性というのは問題となるのかも

しれませんけれども、ご覧のように採点表においても６０点以上を確保をしております

し、今までの実績から考えましても、町が期待する管理運営はしてもらえるものと判断

しています。 

 昨年の大雪においても、支障なく駐車場の除排雪もやっておりますので、問題はない

かと思いますので、そういう意味からも含めまして、今回の指定管理については賛成と

いたします。 
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●議長 

 ほかに討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 これにて討論を終わります。 

 議案第１０号を起立により採決をいたします。 

 本案に賛成の方の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

●議長 

 起立多数であります。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１０ 議案第１号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１３時５０分） 

 

●議長 

 日程第１０、議案第１号「令和５年度奈井江町一般会計補正予算（第６号）」を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１ページをお開きください。 

 議案第１号「令和５年度奈井江町一般会計補正予算（第６号）」についてご説明いた

します。 

 第１条において、歳入歳出それぞれ２億２,３０３万９,０００円を追加し、予算の総

額を７０億１,８４０万円とするものであります。 

 第２条では、４ページ、第２表、地方債補正に記載のとおり、小学校空調設備整備事

業で３,４５０万円を追加、中学校空調設備整備事業で３,９２０万円を追加しておりま

す。 

 １ページの第３条でございますが、４ページ、第３表、債務負担行為補正に記載のと

おり、地域交流センター指定管理業務に係る債務負担行為１億２,６６７万円の追加を
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行っております。 

 令和５年１２月８日提出。奈井江町長。 

 それでは補正予算の内容について、歳出よりご説明いたします。 

 議案書の１０ページをお開きください。 

 １款１項１目議会費、町議会議員に要する経費では、期末手当支給月数の引上げによ

り職員手当等１８万３,０００円を追加計上、１０ページ下段から１１ページにわたる

２款１項１目の一般管理費、その他一般行政に要する経費では、会計年度任用職員に係

る期末手当の引上げのほか、採用人員の精査により、報酬等の減額を行っております。 

 また、訴訟に関する弁護士委託料を追加計上し、合わせて１９０万３,０００円を減

額計上しております。 

 １１ページ下段から１２ページにわたる新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金に要する経費では、町内事業者価格高騰対策支援金、医療・福祉・介護事業者支

援給付金、子育て世帯応援給付金、事務費・システム改修費、合わせて２,６８８万

７,０００円を追加計上しております。 

 １２ページ、４目財産管理費、庁舎の維持管理に要する経費では、庁舎内自動火災感

知器の修繕料１１万円を追加計上。 

 庁舎整備等に要する経費では、新庁舎引渡し後の電気工作物保安管理業務の委託料

８万１,０００円を追加計上。 

 ９目の減債基金では、地方交付税の再算定に伴う臨時財政対策債償還費分の積立金

１,１８８万４,０００円を追加計上。 

 下段から１３ページにわたる１０目の地域振興基金では、ご寄附による積立金４０万

５,０００円を追加計上。 

 ３項１目の戸籍住民基本台帳費、戸籍住民登録事務に要する経費では、戸籍帳票デー

タ連携を行うためのスキャナー機器保守委託料で１万４,０００円。 

 法改正に伴う戸籍附票記載事項の改修を行うための戸籍情報システム改修負担金で

１６５万２,０００円を追加計上。 

 下段から１４ページにわたる３款１項１目の社会福祉総務費、住民税非課税世帯等に

対する臨時特別給付金に要する経費では、電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付

金で事務費・システム改修費合わせて６,７０９万６,０００円を追加計上しております。 

 １４ページ、３目の老人福祉費、老人福祉施設措置に要する経費では、対象者１名の

基準額変更による入所措置費４万６,０００円を追加計上。 

 後期高齢者医療保険に要する経費では、令和４年度精算分の療養給付費負担金

３８３万１,０００円を減額計上。 

 １５ページ、４目の母子福祉費、ひとり親医療給付事業に要する経費では、受診回数

の増により、審査支払手数料６,０００円、扶助費８２万３,０００円を追加計上。 

 ２項２目の児童措置費、療育医療給付事業に要する経費では、令和４年度未熟児療育

医療費と国庫負担金返還金１７万９,０００円を追加計上。 

 下段から１６ページにわたります４款１項２目の予防費、一般成人病予防事業に要す
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る経費では、検査項目の見直しによる健康カルテシステムの改修負担金２７万

５,０００円を追加計上。 

 ２項２目のし尿処理費、し尿処理に要する経費では、設備更新工事費及び令和４年度

取扱い量増加分の精査により、石狩川流域下水道組合負担金２７万９,０００円を追加

計上。 

 ６款１項３目農業振興費、農業振興に要する経費では、町内４か所の揚水機場におけ

る電気料高騰支援として、道の補助による農業水利施設省エネルギー化推進対策事業支

援補助金２８４万１,０００円を追加計上。 

 下段から１７ページにわたる７款１項１目の商工業振興費、交流プラザみなクルの管

理運営に要する経費では、空調設備の冷媒ガス漏えいの調査費５８万３,０００円を追

加計上。 

 ８款４項２目の下水道費では、下水道事業会計繰出金２５２万３,０００円を減額計

上。 

 ５項１目の住宅管理費では、公営住宅の修繕料１１０万５,０００円を追加計上。 

 下段から１８ページにわたる１０款１項２目の事務局費、スクールバスの運行に要す

る経費では、学校活動回数の増加に伴い、燃旅費１５万１,０００円を追加計上。 

 ２項１目の学校管理費、その他小学校の管理事務に要する経費では、一部の特別教室

などを除く１６室２０台のエアコン設備について、来年夏までの設置に向けて空調設備

工事、電源改修工事、合わせて５,０００万６,０００円を追加計上。 

 感染症に対応するための換気対策として、１階非常口への脱着式網戸の購入費４３万

１,０００円を追加計上。 

 ３項１目の学校管理費・その他中学校管理事務に要する経費では、一部の特別教室な

どを除く１１室１６台のエアコン設置について、来年夏までの設置に向けて空調設備工

事、電源回収工事、合わせて５，１９６万４,０００円を追加計上。 

 １９ページ６項２目の体育施設費、体育施設の管理運営に要する経費では、町民プー

ルの排気ファン更新修繕料１４５万２,０００円を追加計上。 

 ２０ページにわたる１２款１項１目の職員給与費では、人事院勧告、人事異動等によ

る人件費の見込み精査で、合わせて１,２８４万３，０００円を追加計上しております。 

 次に、歳入についてご説明いたします。７ページをお開きください。 

 １款町税では、それぞれ現年度分の見込み精査を行い、１項町民税で、個人町民税

１,１３２万７,０００円、２項固定資産税で１,７８４万円、３項軽自動車税で３８万

円、５項都市計画税では３３万６,０００円をそれぞれ追加計上しております。 

 下段から８ページにわたる１１款１項１目の地方交付税は、国による普通交付税の再

算定に伴い２,９２０万４,０００円を追加計上。 

 １５款２項１目の総務費国庫補助金では、戸籍情報システムの改修に伴う社会保障税

番号制度システム整備費補助金１６５万２,０００円を追加計上。 

 国の補正予算による新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加分とし

て９,１０９万３,０００円を追加計上。 
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 ５目の教育費国庫補助金では、小・中学校空調設備整備事業に伴う学校設備環境改善

交付金２,７２１万８,０００円を追加計上。 

 小学校での感染症に対応するための換気対策に伴う学校保健特別対策事業費補助金

２１万５,０００円を追加計上。 

 １６款２項４目農林水産業費道補助金では、農業水利施設省エネルギー化推進対策事

業補助金２８４万円を追加計上。 

 下段から９ページにわたる１８款寄附金では、明治安田政明様からのご寄附４０万

５,０００円を追加計上。 

 １９款１項１目の地域振興基金繰入金では、小・中学校空調設備整備事業への充当額

として１００万円を追加計上。 

 ２２款１項６目の教育債では、小・中学校空調設備整備事業に伴う学校教育施設等整

備事業債として、合わせて７,３７０万円を追加計上しております。 

 以上における歳入歳出の差３,４１７万１,０００円については、歳入９ページ財政調

整基金繰入金を同額減額計上し、収支の均衡を図っております。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に要する経費に係る支援金等の詳

細につきましては、この後、担当課長よりご説明申し上げます。 

 以上、補正予算の概要についてご説明いたしました。よろしくご審議の上、ご決定を

お願いいたします。 

 

●議長 

 企画財政課長。 

 

●企画財政課長 

 第４回定例会出席、ご苦労さまでございます。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の概要について説明いたしま

すので、定例会資料１ページをご覧ください。 

 令和５年度の地方創生臨時交付金につきましては、３月２９日付で国から電力・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援交付金として、低所得世帯支援枠、推奨事業メニュー枠、

合わせて６,９４８万７,０００円の配分を受け、６月定例会で６事業について予算計上

をさせていただき、実施してきたところでございます。 

 先月１１月２日付では、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援交付金について、国

から追加で配分がある旨の通知を受けたところであります。 

 そのうち、推奨事業メニュー枠の配分額につきましては、前回配分額のマイナス

２９％、プラスマイナス５％の幅で配分されるとのことで通知があったところです。 

 これを受けまして、歳入予算につきましては、前回配分額のマイナス２９％の

２,３７８万１,０００円を計上しております。 

 満額配分される低所得世帯支援枠６,７０９万６,０００円と、後ほど説明する学校保

健特別対策事業の補助裏配分２１万６,０００円と合わせて合計で９,１０９万
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３,０００円を予算計上をさせていただいているところです。 

 追加配分された交付金の取扱いにつきましては、前回配分の交付金との連動性、いわ

ゆる生活者支援と事業者支援という考え方を継続し、特段変更しないこととされており

ます。 

 これを受けまして、奈井江町においても前回配分との連続性を考慮し、事業者支援と

して、１番目の町内事業者エネルギー価格高騰対策支援事業と、２番目の医療・福祉・

介護事業者給付事業について、それぞれ１０万円を給付するものであります。 

 町内事業者エネルギー価格高騰対策支援事業では、１８０事業者１,８００万円を、

医療・福祉・介護事業者給付事業では、１９事業者３３０万円を前回と同額で予算を計

上しております。 

 また、３番目の子育て世帯応援給付金事業では、物価高騰による経済的負担がより大

きい子育て世帯への生活支援として、昨年度に引き続き実施するもので、１８歳以下の

子どもに対し、１人１万円を給付するものであり、事務費と合わせて５５８万

７,０００円の予算を計上しております。 

 次に、４番目の非課税世帯等生活支援事業につきましては、国が行う低所得者対策で

あり、前回予算計上した住民税非課税世帯に３万円を給付する事業に、追加で７万円を

給付するものでございます。 

 給付に係る事務費と合わせまして６,７０９万６,０００万円を追加で予算計上したも

のとなっております。 

 最後に、５番目の事業、学校保健特別対策事業につきましては、今回の配分とは別に、

自治体が実施する国庫補助事業のうち、補助裏に臨時交付金が配分される事業となって

おります。 

 実施する事業概要は、小学校の非常口４か所に網戸を設置するものであり、４３万

１,０００円を予算計上しておりますが、国庫補助金と合わせて１００％財源充当され

るものとなっております。 

 以上、５事業の合計事業費が９,４４１万４,０００円、財源内訳につきましては、臨

時交付金が９,１０９万３,０００円、国庫補助金が２１万５,０００円、一般財源が

３１０万６,０００円となったところでございます。 

 年度末まであまり期間のない中での配分となりましたが、長引く物価高騰が町民生

活・地域経済等へさらに影響していくことが予想されます。 

 本予算の議決後、各対象者へ支援が速やかに行き渡るよう、関係団体等と連携し、速

やかに事務作業を進めてまいります。 

 よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。３番、篠田議員。 

 

●３番 
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 小学校、中学校、エアコンの整備をするのは賛成ですけれども、資料は何も出ていな

いんです。箇所数は冒頭で説明がありましたけれども、平面図で設置する場所、それと

天井づけか窓につくのか、できれば分かるような形での資料を、後でもいいですから提

出をしていただければなと思います。 

 それと、よその町を見ますと、滝川市なんかは今回の定例会で実施設計の委託を補正

計上していますけれども、うちは職員のほうで積算をしながら、今回、こうやって計上

をされたのか。その点だけ確認させていただきたいと思います。 

 

●議長 

 教育委員会参事。 

 

●教育委員会参事 

 定例会出席、大変お疲れさまです。資料の提出をしておりませんでしたが、まず設置

する教室につきましてご説明をさせていただきたいと思います。 

 設置する教室につきましては、学校からの要望の聞き取りと協議を行いながら検討を

進め、小中学校において普通教室、特別支援教室、理科室、音楽室、職員室、校長室、

それぞれ設置を行い、このほか小学校では学童保育に使用している教室にも設置をして

いきたいと考えております。 

 これらの設置する教室を決めた後、担当課と協議を行いながら、町のほうで積算をし

ているという形になっております。 

 資料の方につきましては、後日提出をしていきたいと思います。 

 

●議長 

 暫時休憩します。 

 

（休憩） 

   

●議長 

 会議を再開いたします。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 
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●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１１ 議案第２号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１４時１０分） 

 

●議長 

 日程第１１、議案第２号「令和５年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

●副町長 

 議案書２３ページをお開きください。 

 議案第２号「令和５年度国民健康保険事業会計補正予算（第２号）」についてご説明

いたします。 

 第１条において、歳入歳出それぞれ１,２４７万円を追加し、予算の総額を２億

３７７万円とするものであります。 

 令和５年１２月８日提出。奈井江町長。 

 補正予算の内容につきまして、歳出よりご説明いたします。 

 ２９ページをお開きください。 

 １款１項１目一般事務に要する経費では、国民健康保険税の減額措置に係るシステム

改修負担金１５万４,０００円を追加計上。 

 ３０ページにわたる４款２項１目直営診療施設管理を繰出金では、医療機器及び運営

に係る空知中部広域連合からの交付金により、直営診療施設勘定繰出金３８８万

４,０００円を追加計上しております。 

 続いて、歳入についてご説明いたします。 

 ２８ページをお開きください。 

 ４款３項１目の広域連合会計繰入金では、システム改修に係る特別調整交付金１５万

４,０００円を追加計上。 
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 ６款２項１目の雑入では、令和４年度決算確定による空知中部広域連合からの返還金

８４３万２,０００円を追加計上。 

 ３項１目の診療施設補助金では、直営診療施設への補助金で３８８万４,０００円を

追加計上しております。 

 以上における歳入歳出の差につきましては、２９ページ、歳出、国保基金積立金を

８４３万２,０００円追加計上し、収支の均衡を図っております。 

 以上、補正予算の概要についてご説明いたしました。よろしくご審議の上、ご決定を

お願いいたします。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１２ 議案第３号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１４時１３分） 

 

●議長 

 日程第１２、議案第３号「令和５年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第２号）」

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書３１ページをお開きください。 

 議案第３号「令和５年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第２号）」についてご説

明いたします。 

 第１条、業務の予定量の補正では、流域下水道建設負担金６８万４,０００円を追加

し、総額１,４４６万４,０００円としております。 

 第２条、収益的収入及び支出の補正では、収入、第１款下水道事業収益において

３２０万７,０００円を減額し、総額４億３,５６９万２,０００円。 

 支出、第１款下水道事業費用において３２０万７,０００円を減額し、総額３億

７,９４９万４,０００円としております。 

 第３条、資本的収入及び支出の補正では、収入、第１款資本的収入において６８万

４,０００円を追加し、総額３,９７３万円。 

 支出、第１款資本的支出において６８万４,０００円を追加し、総額２億６,７１０万

４,０００円としております。 

 ３２ページ、第４条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正で

は、職員給与費１７万４,０００円を追加し、総額８５８万８,０００円としております。 

 第５条、他会計からの補助金の補正では、２５２万３,０００円を減額し、総額１億

４,５６０万１,０００円としております。 

 令和５年１２月８日提出。奈井江町長。 

 それでは、補正予算の内容について、収益的支出からご説明いたします。 

 ３５ページをお開きください。 

 支出、下水道事業費用、営業費用の４目、総係費では、人事院勧告による人件費の見

込み精査で、合わせて１７万６,０００円を追加計上したほか、令和４年度決算及び令

和５年度管理経費の精査により、石狩川流域下水道組合負担金で３２０万７,０００円

を減額計上、予備費１７万６,０００円を減額計上しております。 

 続いて、収益的収入についてご説明いたします。 

 収入、下水道事業収益、営業外収益の２目、他会計補助金３２０万７,０００円を減

額計上しております。 

 次に、資本的支出についてご説明いたしますので、３６ページをお開きください。 

 資本的支出、建設改良費の２目、流域下水道建設費負担金では、事業費の増高により

６８万４,０００円を追加計上しております。 

 続いて、資本的収入でございますが、収入、資本的収入、他会計補助金６８万

４,０００円を追加計上しております。 

 以上、補正予算の概要についてご説明いたしました。よろしくご審議の上、ご決定を
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お願いいたします。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１３ 議案第４号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１４時１７分） 

 

●議長 

 日程第１３、議案第４号「令和５年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算

（第１号）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

●副町長 

 議案書３８ページをお開きください。議案第４号「令和５年度病院事業会計補正予算

（第１号）」の概要についてご説明いたします。 

 第２条、業務の予定量の補正では、建設改良事業において、一般エックス線撮影用Ｆ

ＰＤシステムほかで８５２万円を減額、受電設備改修工事をほかで５７万６,０００円
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を追加計上しております。 

 第３条、収益的収入及び支出の補正では、収入、第１款病院事業収益において

１４０万９,０００円を追加し、総額８億１,３０７万９,０００円としております。 

 ３９ページをお開きください 

 支出、第１款病院事業費用において４４万５,０００円を減額し、総額８億

１,６００万４,０００円としております。 

 第４条、資本的収入及び支出の補正では、収入、第１款資本的収入において９９２万

５,０００円を減額し、総額９,４１３万７,０００円としております。 

 支出、第１款資本的支出において７９４万４,０００円を減額し、総額１億

３,８０８万円としております。 

 第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正では、職員給与

費４０２万５,０００円を減額し、総額４億７,３４２万円としております。 

 令和５年１２月８日提出。奈井江町長。 

 それでは、補正予算の内容について収益的支出からご説明いたします。 

 ４２ページをお開きください。 

 ４３ページにわたります病院事業費用、医業費用の１目、給与費では、人事院勧告、

人事異動等による人件費の見込み精査で６２５万４,０００円を減額計上。 

 ４４ページをお開きください。 

 ３目経費では、出張医師の旅費交通費、派遣医師委託料等により３７６万

６,０００円を追加計上。 

 医業外費用の３目サービス付高齢者向け住宅費では、人事院勧告、人事異動等による

人件費の見込み精査により２０４万３,０００円を追加計上しております。 

 続いて、収益的収入についてご説明いたしますので、４２ページをお開きください。 

 病院事業収益の医業外収益では、保健事業における委託費等対象経費の精査及び派遣

医師による当直回数の増加に伴う運営費の増により、国民健康保険調整交付金１４０万

９,０００円を追加計上しております。 

 次に、資本的収入及び支出についてご説明いたします。 

 ４５ページをお開きください。 

 資本的支出、建設改良費、１目資産購入費では、医療機器購入費の精査により

８５２万円を減額計上。 

 ２目改良工事費では、来年夏までの病棟などへのエアコン設置に向けて、電気受電設

備改修工事費５７万６,０００円を追加計上しております。 

 資本的収入において、医療機器整備事業ほかに係る病院事業債として、１目特別地方

債、２目過疎債ともに６２０万円を減額計上、国・道補助金として医療機器購入費の精

査により、国民健康保険調整交付金２４７万５,０００円を追加計上しております。 

 以上、補正予算の概要についてご説明いたしました。よろしくご審議の上、ご決定を

お願いいたします。 
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●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。８番、大関議員。 

 

●８番 

 ８番。私から、２点について伺いたいと思います。 

 まずは、４２ページの支出における給与費の補正について、主に人事異動とのことで

すが、給料で１,００８万７,０００円の減額、４３ページ、報酬において、看護師報酬

が４０４万円の増額となっております。 

 また、４８ページにおいては職員数が４名減少とのことですが、給与費における補正

の内容について、もう少し詳しく教えていただきたいと思います。 

 もう１点は、４４ページの経費における委託料２６６万円の増額の内容についてお伺

いしたいと思います。 

 

●議長 

 町立病院参事。 

 

●町立病院参事 

 第４回定例会の出席、大変お疲れさまでございます。 

 ただいまの大関議員からのご質問にお答えいたしたいと思います。 

 まず、人件費につきましては、議員ご指摘のとおり、給与費が減り、報酬が増えたと

いう形での整理になっております。 

 当初予算時に計画しておりました、フルタイムの会計年度任用職員の雇用を４名想定

していた部分が、勤務の実態といたしまして、今現在、パートタイムの会計年度任用職

員に振り替わったことによりまして、給与費が減少し、報酬が増えているという形にな

っております。 

 内容といたしましては、看護師が２名と准看護師が１名、フルタイムで減少し、あわ

せてサービスつき高齢者向け住宅の相談員が１名減少しているという状況です。 

 それと、パートタイムで今現在雇用しているのは、看護師が２名、それと准看護師が

１名という形で、看護師については同様の数がおりまして、その中で勤務時間の調整が

行われているという状況です。 

 それから、サービス付高齢者向け住宅につきましては、相談員１名退職がありました

が、もともとリハビリにおりました退職再雇用の職員が、今回退職の再雇用となりまし

て、その職員につきましてサービス付高齢者向け住宅での欠員のところに補充した形で

勤務をいただいておりますので、人件費につきましても一般職のほうからサービス付高

齢者向け住宅のほうに、このたび振替えを行わせていただいたということでの異動とな

っております。 

 それから、もう１点、委託費の増額の理由ということでございますが、増額となりま

した理由が２点ございます。 
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 まず、１点目は、医師の確保対策といたしまして、北大の呼吸器内科のほうから紹介

をいただきました札幌市の牧田病院という病院がございます。民間の病院でございます。

こちら北大の呼吸器内科のほうとかなり結びつきの強い病院でございまして、そちらの

ほうから医師の派遣を、今年の４月から新たにいただいている形になっております。 

 これにつきましては、４月から毎月１回という形で、第３金曜日に医師の派遣をいた

だいているという状況でございまして、その部分、診療委託費の増額という形になって

おります。 

 それともう１点は、眼科の診療に関します医師の派遣でございます。これについては

従来から北大の眼科のほうから全て派遣をいただいておりましたが、今年の１０月から

来年の３月までの期間に関しまして、毎週金曜日に派遣いただいていた医師が、ちょっ

と確保が難しいという状況になりました。そのため北大の眼科のほうから、砂川市立病

院の眼科のほうにお話をいただきまして、代替として砂川市立病院から今現在、金曜日

に眼科の医師の派遣をいただいているという状況です。 

 北大のほうは、もともと報酬で措置しておりましたが、砂川市立病院に関しては委託

によって診療いただくという形になっておりますので、合わせまして２００万ちょっと

増額となっているという状況でございます。 

 

●議長 

 ８番、大関議員。 

 

●８番 

 １点目は理解しました。２点目の委託料ですが、補正なので、６年の３月までのあれ

かと思いますけれども、次年度の見通しみたいなのが分かればお伺いしたいと思います。 

 

●議長 

 町立病院参事。 

 

●町立病院参事 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 まず、要点として挙げました２つの項目のうち、委託料増額の１点目、牧田病院とい

う民間病院からの医師派遣につきましては、今後の町立病院の医師体制を考えた時に、

医師を安定確保するための１つの方策として取り組んでおりますので、次年度以降も継

続する方向で考えております。 

 また、眼科につきましては、あくまで今回、３月までの期間限定の措置ということで

眼科医局から伺っておりますので、今年度のみの対応という形で考えております。 

 

●議長 

 よろしいですか。 
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 ほかに質疑ございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

散会 

 

●議長 

 お諮りします。 

 １２月９日より１２月１１日は、議案調査のため、休会といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 １２月９日より１２月１１日は、休会とすることに決定をいたしました。 

 以上で、本日予定した議事日程は全て終了いたしましたので、本日はこれにて散会と

いたします。 

 なお、１２月１２日は午前１０時より会議を再開いたしますので、よろしくお願いし

ます。 
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 皆さん、大変ご苦労さまでした。 

 

  ──────────────────────────────────── 

（１４時２８分） 
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令和５年第４回奈井江町議会定例会 

 

令和５年１２月１２日（火曜日） 

午前９時５８分開会 

 

○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 議案第１２号 奈井江町手数料条例の一部を改正する条例 

第 ３ 議案第  ７号 奈井江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

第 ４ 議案第１１号 空知中部広域連合規約の変更について 

第 ５ 議案第 ８号 町有財産の取得に係る議決事項の変更について 

           【奈井江町役場新庁舎什器・備品購入（その１）】 

第 ６ 議案第 ９号 町有財産の取得に係る議決事項の変更について 

           【奈井江町役場新庁舎什器・備品購入（その２）】 

第 ７ 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦について 

第 ８ 選挙第 １号 奈井江町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について 

第 ９ 意見案第１号 補聴器購入助成制度の創設を求める意見書 

第１０ 調査第 １号 議会運営委員会の調査の付託について 

第１１ 調査第 ２号 まちづくり常任委員会の所管事務調査の付託について 

第１２ 調査第 ３号 広報常任委員会の所管事務調査の付託について 
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〇出席議員（９人） 

    １番  根 岸 一 志      ２番  星   厚 早 

    ３番  篠 田 茂 美      ４番  遠 藤 共 子 

    ５番  石 川 正 人      ６番  大 矢 雅 史 

    ７番  笹 木 利津子      ８番  大 関 光 敏 

    ９番  森 岡 新 二 

 

 

○欠席議員 なし 

 

 

○地方自治法第１２１条により出席した者の氏名（１７名） 

    町 長  三 本 英 司 

    副 町 長  碓 井 直 樹 

    教 育 長  相 澤   公 

    総 務 課 参 事  辻 脇 泰 弘 

教 育 委 員 会 参 事  松 本 正 志 

    産 業 観 光 参 事   石 塚 俊 也 

    町 立 病 院 参 事   杉 野 和 博 

企 画 財 政 課 長   井 上 健 二 

建 設 環 境 課 長   加 藤 一 之 

    町民生活課長兼会計管理者  横 山   誠 

    保 健 福 祉 課 長   鈴 木 久 枝 

    建設環境課課長補佐  石 川 裕 二 

    保健福祉課課長補佐  辻 脇 真理子 

    総 務 課 課 長 補 佐  田 中   恵 

産業観光課課長補佐    遠 藤 友 幸 

    代 表 監 査 委 員   山 口 俊 哉 

    農 業 委 員 会 会 長  笹 木 憲 一 

 

 

○欠席した者の氏名 なし 

 

 

○職務のために出席した者の職氏名（２名） 

    議 会 事 務 局 長   滝 本   静 

    議 会 庶 務 係 主 査  釣 本 真由美 

 



- 69 - 

                           令和５年 第４回定例会 

（９時５８分） 

  ──────────────────────────────────── 

開会 

 

●議長 

 皆さん、おはようございます。定例会の最終日、ご出席大変ご苦労さまです。 

 ただいま、出席議員９名で定足数に達しておりますので、これより会議を再開いたし

ます。 

 なお、感染症予防のため議場出入口を半分開放したまま会議を進めてまいりますので、

ご了承お願いいたします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定により、６番大矢議員、７番笹木議員

を指名いたします。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第２ 議案第１２号の上程・説明・質疑・討論・採決     （９時５９分） 

 

●議長 

 日程第２、議案第１２号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」を議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長。 

 おはようございます。定例会最終日お疲れさまです。 

 それでは、追加議案書の８５ページをお開きください。 

 議案第１２号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 ８７ページ。本案の提案理由につきましては、地方公共団体の手数料の標準に関する

政令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するものであります。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定を
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お願いいたします。 

 

●議長 

 町民生活課長。 

 

●町民生活課長 

 おはようございます。定例会出席お疲れさまでございます。 

 それでは、改正の内容につきまして、定例会資料によりご説明いたしますので、追加

資料の６６ページ、資料８をご覧願います。 

 今回の改正の要点につきましては、令和５年１２月６日公布されました「地方公共団

体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令」が施行されることによりまして、

戸籍証明書等の広域交付等が可能になることから、これに係る奈井江町手数料条例の一

部を改正するものであります。 

 現在、全国の市区町村の戸籍データは、法務省においてコンピューターシステムによ

り管理されており、このシステムを活用した業務が市区町村において、可能となること

から、これらにかかる手数料が追加されたことによるものでございます。 

 第２条中、別表の１（１）（４）関係では、本籍地以外の市区町村の戸籍窓口におけ

る戸籍・除籍謄本等の証明書の交付事務に係る手数料の追加であります。本籍地に請求

しなくても、住んでいる市区町村の戸籍窓口で請求することができるようになる、いわ

ゆる「広域交付」でございます。 

 次に、（３）（６）関係では、戸籍（除籍）電子証明書を活用するため、戸籍（除

籍）電子証明書提供用識別符号（個人の戸籍を特定する番号）の発行事務に係る手数料

の追加であります。この識別符号を当該行政機関の窓口に提示することにより、戸籍証

明書等の添付が不要になる、いわゆる「戸籍証明書等の添付書類の省略」であります。 

 次に、（７）関係では、従前の交付に加え、電子化された戸籍の届出、若しくは申請

の受理の証明書の交付事務が追加されることであります。 

 次に、（８）では、従前の閲覧の提供に加え、電子化された戸籍の届出書や受理した

書類の内容を表示したものの閲覧の提供が追加されることであります。 

 なお、それぞれ手数料の額については、次ページの資料９、新旧対照表の「改正後」

に記載の額となり、施行日は令和６年３月１日となります。 

 以上、「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」の改正点についてご説明申し上

げました。 

 よろしくご審議の上、ご決定とまりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 
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●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第３ 議案第７号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１０時０４分） 

 

●議長 

 日程第３、議案第７号「奈井江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長。 

 議案書７８ページをお開きください。 

 議案第７号「奈井江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例」。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 本案の提案理由につきましては、国が規定する特定教育・保育の取扱方針等の基準に

ついて一部改正が行われたことから、これに準じて条文の整理等、本条例の一部を改正

するものであります。よろしくご審議の上、ご決定をお願い申し上げます。 

 

●議長 
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 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第７号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第４ 議案第１１号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１０時０５分） 

 

●議長 

 日程第４、議案第１１号「空知中部広域連合規約の変更について」を議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長。 

 議案書８２ページをお開きください。 

 議案第１１号「空知中部広域連合規約の変更について」、地方自治法の規定により、

空知中部広域連合規約を次のとおり変更する。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 本規約の変更については、組織体制強化を図るため、広域連合長を補佐する事務管理

者１名を、関係市町の副市町長のうちから広域連合議会の同意を得て選任しようとする
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ものであり、本規約の一部を変更することについて協議するため提出するものでありま

す。 

 以上、空知中部広域連合規約の変更についてご説明いたしました。よろしくご審議の

上、ご決定をお願いいたします。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり、可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第５ 議案第８号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１０時０７分） 

 

●議長 

 日程第５、議案第８号「町有財産の取得に係る議決事項の変更について」、奈井江町

役場新庁舎什器・備品購入（その１）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 
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●副町長。 

 議案書７９ページを開きください。 

 議案第８号「町有財産の取得に係る議決事項の変更について」。 

 下記のとおり奈井江町役場新庁舎什器、備品購入（その１）の一部を変更するため、

地方自治法及び奈井江町財産及び契約に関する条例の規定に基づき、町議会の議決を求

める。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 記といたしまして、契約金額の変更について、取得する什器、備品の数量の見直しを

行うもので、職員配置のレイアウト変更に伴い、ワゴン・事務椅子をそれぞれ１台追加、

議会システムの操作卓を工事の造作家具で対応するための削減により、変更前の額

４,９５０万円から６万１,８２０円増額の４,９５６万１,８２０円に変更するものであ

ります。 

 以上、議案第８号についてご説明申し上げました。よろしくご審議の上、ご決定をお

願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第８号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 
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日程第６ 議案第９号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１０時０９分） 

 

●議長 

 日程第６、議案第９号「町有財産の取得に係る議決事項の変更について」、奈井江町

役場新調者什器・備品購入（その２）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長。 

 議案書８０ページを開きください。 

 議案第９号「町有財産の議決事項の変更について」。 

 下記のとおり、奈井江町役場新庁舎什器・備品購入（その２）の一部を変更するため、

地方自治法及び奈井江町財産及び契約に関する条例の規定に基づき、町議会の議決を求

める。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 記といたしまして、契約金額の変更について、取得する什器・備品の数量の見直しを

行うもので、職員長靴収納ロッカーを工事の造作家具で対応するため削減を行い、変更

前の額３,３００万円から４２万３,３９０円減額の３,２５７万６,６１０円に変更する

ものであります。 

 以上、議案第９号についてご説明申し上げました。よろしくご審議の上、ご決定をお

願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第９号を採決します。 
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 本案は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第７ 諮問第１号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１０時１１分） 

 

●議長 

 日程第７、諮問第１号「人権擁護委員の推薦について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長。 

 おはようございます。 

 議案書８３ページをお開きください。 

 諮問第１号「人権擁護委員の推薦について」、令和６年３月３１日付もって任期満了

となる人権擁護委員の別部睦子氏について、引き続き同氏を推薦いたしたく、人権擁護

委員法の規定により、町議会の意見を問うものであります。 

 令和５年１２月８日提出、奈井江町長。 

 なお、別部氏の履歴については、次のページに記載していますので、よろしくご審議

の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

●議長 

 人事案件ですので、特に質疑があれば発言を許します。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 
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●議長 

 討論なしと認めます。 

 諮問第１号を採決します。 

 本案は、これに同意することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本件は、これに同意することに決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第８ 選挙第１号の上程・説明・質疑・討論・採決     （１０時１３分） 

 

●議長 

 日程第８、選挙第１号「奈井江町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について」

を行います。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 選挙第１号「奈井江町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について」。 

 奈井江町選挙管理委員会委員及び同補充員が全員令和５年１２月２２日任期満了とな

るので、地方自治法第１８２条及び同条第２項の規定に基づき、同委員並びに補充員の

選挙を行う。 

 選挙管理委員会委員、桃木良子氏、鈴木敏正氏、稲垣英毅氏、鈴木陽子氏。同補充員、

堀浩二氏、小島和博氏、馬場寿恵氏、仲丸澄枝氏。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 お諮りします。 

 選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙の方法につきましては、地方自治法第

１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 
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 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は、指名推選で行うことに決定いたしました。 

 お諮りします。 

 指名の方法につきましては、議長が指名することにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定をいたしました。 

 選挙管理委員には、桃木良子氏、鈴木敏正氏、稲垣英毅氏、鈴木陽子氏、以上の方を

指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名いたしました方を選挙管理委員の当選人と定めることに、ご異

議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 ただいま、指名いたしました桃木良子氏、鈴木敏正氏、稲垣英毅氏、鈴木陽子氏、以

上の方が選挙管理委員に当選をされました。 

 選挙管理委員の補充委員には、堀浩二氏、小島和博氏、馬場寿恵氏、仲丸澄枝氏、以

上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名いたしました方を選挙管理委員の補充委員の当選人と定めるこ

とに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 ただいま、指名いたしました堀浩二氏、小島和弘氏、馬場寿恵氏、仲丸澄江氏、以上

の方が選挙管理委員の補充委員に当選をされました。 

 次に、補充の順序についてお諮りします。 

 補充の順序につきましては、ただいま、議長が指名いたしました順序にしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 補充の順序は、ただいま議長が指名した順序に決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第９ 意見案第１号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１０時１６分） 

 

●議長 

 日程第９、意見案第１号「補聴器購入助成制度の創設を求める意見書」を議題といた

します。 

 事務局長に、一部を省略し朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 意見案第１号「補聴器購入助成制度の創設を求める意見書」。 

 上記事件について国の関係者に対し、別紙のとおり意見書を提出して強く要望いたし

たい。 

 令和５年１２月１２日提出。提案者、奈井江町議会議員星厚早、賛成者、奈井江町議

会議員遠藤共子、同じく大関光敏。 

 提出先、内閣総理大臣、厚生労働大臣、北海道知事。 

 次ページをお開きください。 

 補聴器購入助成制度の創設を求める意見書。前文を省略いたします。 

 記といたしまして、１、加齢性難聴に対する補聴器購入助成制度を創設すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 令和５年１２月１２日。北海道空地郡奈井江町議会議長。提出先、内閣総理大臣、厚

生労働大臣、北海道知事。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 提案者の補足説明があれば発言を許します。２番、星議員。 

 

●２番 

 ２番、星です。おはようございます。 

 提案者の立場より議題となりました補聴器購入助成制度の創設を求める意見書案につ

きまして、補足説明させていただきたいと思います。 

 少子高齢化社会になって、奈井江町でも高齢者の社会参加がこれまで以上に活発にな
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らなければなりません。しかし、加齢性難聴による身体機能の低下は、日常生活の会話

が困難になり、生活に必要な外出や家族の意思疎通に支障をきたすことになります。 

 この補聴器の必要性は、町民の皆さんから署名を２８３筆いただいております。その

際に、このような声がありました。「最近、耳が年とともに聞こえなくなってきた。テ

レビの音量もかなり大きくしないと駄目なんだよね」とか、「補聴器は本当に高くて手

が出ない。だからテレビショッピングで安い補聴器を買ったんですけれども、実は集音

器だったみたい。我慢するしかないね」このような声があり、まさしく購入我慢、諦め

の要素を呈しています。 

 加齢性難聴に対する補聴器購入制度を実施している自治体が広がっております。東川

町、赤井川村、そして近隣の赤平市、歌志内市などが実施している自治体です。 

 奈井江町においても高齢化社会にあって高齢者の日常生活に必要な施策として、高齢

者の加齢性難聴に対する補聴器購入補助制度の創設を強く求めたいと思います。 

 

●議長 

 休憩します。 

 

（休憩） 

 

●議長 

 会議を再開します。 

 星議員。 

 

●２番 

 今の部分、「奈井江町に対して」というところの部分を削除させていただきたいと思

います。 

 改めて国や道に……。 

 

●議長 

 発言、待ってください。 

 ただいま星議員から、今の「奈井江町に」という部分を削除したいということであり

ますけれども、これを認めてよろしいですね。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 はい、それでは続けてください。 

 

●２番 
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 国や道に補聴器購入補助制度の助成を強く要望したいと思います。全議員のご賛同を

お願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきたいと思います。 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 意見案第１号を採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１０ 調査第１号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１０時２２分） 

 

●議長 

 日程第１０、調査第１号「議会運営委員会の調査の付託について」を議題といたしま

す。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 調査第１号「議会運営委員会の調査の付託について」。 

 議会運営委員長より地方自治法第１０９条第３項による当該委員会の所管にかかる下

記事項につき、閉会中の継続審査調査を行いたい旨申出があったので、これを付議する。 
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 令和５年１２月１２日提出、奈井江町議会議長。 

 記といたしまして、調査事項、次期議会（定例会までの間に開かれる臨時会も含む）

の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項、調査期間、次期定

例会まで。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 本案は議会運営委員会に付託することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は議会運営委員会に不足することに決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１１ 調査第２号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１０時２３分） 

 

●議長 

 日程第１１、調査第２号「まちづくり常任委員会の所管事務調査の付託について」を

議題といたします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 調査第２号「まちづくり常任委員会の所管事務調査の付託について」。 

 まちづくり常任委員長より地方自治法第１０９条第８項による当該委員会の所管にか

かる下記事項につき、閉会中の継続審査調査を行いたい旨申出があったので、これを付

議する。 

 令和５年１２月１２日提出、奈井江町議会議長。 

 記といたしまして、委員会名、まちづくり常任委員会、調査番号、調査事項、調査第

１号、冬期間の道路管理について（現地調査を含む）、調査第２号、令和５年度作況状

況について、調査第３号、町立国保病院の管理運営について、調査日程３日間以内。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することにご異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することに決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

日程第１２ 調査第３号の上程・説明・質疑・討論・採決    （１０時２４分） 

 

●議長 

 日程第１２、調査第３号「広報常任委員会の所管事務調査の付託について」を議題と

いたします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 調査第３号「広報常任委員会の所管事務調査の付託について」。 

 広報常任委員長より地方自治法第１０９条第８項による当該委員会の所管にかかる下

記事項につき、閉会中の継続審査調査を行いたい旨申出があったので、これを付議する。 

 令和５年１２月１２日提出、奈井江町議会議長。 

 記といたしまして、調査事項、議会広報の実施、調査及び研究に関する事項、調査期

間、次期定例会まで。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 本案は広報常任委員会に付託することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、広報常任委員会に付託することに決定をいたしました。 

 

  ──────────────────────────────────── 

閉会 

●議長 

 以上で、本定例会に付議されました案件の審議は全て終了いたしました。 

 これにて、令和５年奈井江町議会第４回定例会を閉会といたします。皆さん、大変ご
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苦労さまでした。 

  ──────────────────────────────────── 

（１０時２６分） 

 

 

 

 


